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未
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創
る

C o n t e n t s

【
特
集
】
産
学
連
携

大
学
、企
業
、地
域
。

新
た
な
連
携
で

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
興
す
。

　「
国
立
大
学
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
関
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
」で
は
、
国
立
大
学
の
基
本
機
能
の
維
持
向
上

と
構
造
改
革
の
方
向
性
と
し
て
、
社
会
還
元
に
つ
な
が

る
研
究
を
推
進
し
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
を
け
ん
引
す

る
と
と
も
に
良
質
な
雇
用
を
創
出
す
る
こ
と
、ま
た
地

域
の
拠
点
と
し
て
産
業
界
と
連
携
し
各
地
域
の
強
み
を

活
か
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
と
社
会
人
の
学
び

直
し
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
、
な
ど
が
明
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

　実
際
、大
学
と
民
間
企
業
と
の
共
同
・
受
託
研
究
で
は
、

研
究
費
受
入
額
や
研
究
実
施
件
数
あ
る
い
は
特
許
権
実

施
件
数
な
ど
、
す
べ
て
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
に
つ
な
が
る
活
発
な
取
組
が
見
て
取
れ
ま
す
。

　産
学
連
携
は
、
こ
れ
ま
で
特
定
の
シ
ー
ズ
と
ニ
ー
ズ

の
マ
ッ
チ
ン
グ
と
い
う
、
個
々
の
研
究
者
に
よ
る
展
開

が
主
流
で
あ
り
、
今
後
と
も
そ
の
強
化
は
不
可
欠
で
す

が
、
大
学
が
民
間
企
業
な
ど
と「
組
織
」対「
組
織
」で
幅

広
な
連
携
関
係
を
築
く
必
要
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

　本
号
で
は
、
分
野
や
組
織
の
壁
を
越
え
た
産
学
連
携

に
よ
り
革
新
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
を
目
指
す

C
O
I
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
地
域
志
向
・
地
域
密
着
型
産

学
連
携
を
中
核
と
す
る
C
O
C
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
に
お

け
る
取
組
例
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。
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国 大 協 T O P I C S

「
日
台
大
学
学
長
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催

　
国
立
大
学
協
会
は
、５
月
11
日
〜
13
日
、
国
公
私

立
大
学
団
体
国
際
交
流
担
当
委
員
長
協
議
会

（JA
CU
IE

）の
枠
組
み
に
よ
る
国
際
交
流
事
業
と
し
て
、

台
湾
の
国
立
成
功
大
学（
台
南
市
）に
て「
２
０
１
６ 

台
日
大
学
学
長
フ
ォ
ー
ラ
ム
（Taiw

an-Japan
U
niversity Presidents’

Forum

）」
を
開
催
し
ま

し
た
。
本
事
業
は
、
台
湾
の
大
学
団
体
で
あ
る
高
等

教
育
国
際
合
作
基
金
会
（FICH

ET

）
と
の
共
催
で
、

日
台
合
わ
せ
て
１
４
２
大
学
、
日
本
の
国
立
大
学
か

ら
は
34
大
学
69
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
社
会
に
お

け
る
大
学
の
挑
戦
を
テ
ー
マ
と
し
、
日
台
の
登
壇
者

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
の
様
々
な
立
場
か
ら
プ
レ
ゼ

ン
や
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
、
フ
ロ
ア
を
含
め
て
活

発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
次
回
は
２
０
１

８
年
に
日
本
に
て
開
催

さ
れ
、
広
島
大
学
が
ホ

ス
ト
校
と
な
る
こ
と
も

併
せ
て
発
表
さ
れ
ま
し

た
。

　
当
協
会
で
は
、
今
後

も
海
外
大
学
団
体
な
ど

と
の
交
流
を
通
じ
て
、

引
き
続
き
国
立
大
学
の

国
際
交
流
支
援
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

学
生
の
修
学
支
援
な
ど
に
対
す
る

寄
附
に
つ
い
て

　
平
成
28
年
度
の
税
制
改
正
に
お
い
て
、国
立
大
学
に

対
す
る
個
人
寄
附
へ
の
税
額
控
除
制
度
が
新
た
に
導

入
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
国
立
大
学
協
会
で
は
、
寄

附
促
進
の
た
め
の
広
報
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
寄
附
募
集
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
及
び
チ
ラ
シ
は
、

国
立
大
学
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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を
重
視
す
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共
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実
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（出所）文部科学省科学技術・学術政策局「平成26年度 大学等における産学連携等
実施状況について　平成27年12月25日訂正版」より国立大学協会事務局作成

（注）「受入額」は単位未満は四捨五入
（出所）文部科学省科学技術・学術政策局「平成26年度 大学等における産学連携等
実施状況について　平成27年12月25日訂正版」より国立大学協会事務局作成

　国立大学では、基礎研究に加えて様々な現代的な課題解決に資す
る実践的な研究を展開している。文部科学省が実施した産学連携に
係る調査結果によれば、国立大学等では、民間企業との共同研究・受
託研究の実施件数及び研究費の受入額は年々増加している。加えて、
特許権実施件数及び収入額は近年増加傾向にある。 
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（出所）文部科学省科学技術・学術政策局「平成26年度 大学等における産学連携等
実施状況について　平成27年12月25日訂正版」より国立大学協会事務局作成

（注）「受入額」は単位未満は四捨五入
（出所）文部科学省科学技術・学術政策局「平成26年度 大学等における産学連携等
実施状況について　平成27年12月25日訂正版」より国立大学協会事務局作成

　国立大学では、基礎研究に加えて様々な現代的な課題解決に資す
る実践的な研究を展開している。文部科学省が実施した産学連携に
係る調査結果によれば、国立大学等では、民間企業との共同研究・受
託研究の実施件数及び研究費の受入額は年々増加している。加えて、
特許権実施件数及び収入額は近年増加傾向にある。 
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東京
藝術大学

Episode 1

【特集】産学連携── 東京藝術大学

A
rts &
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B
.

文化共有研究
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【特集】 産学連携
今の「不可能」を10年後に「可能」にする。
芸術と科学技術の融合が生む

「感動」によるイノベーション。

　
「
科
学
と
芸
術
が
ど
う
い
う
関
わ
り
を
持
つ
の
か
、

芸
術
が
ど
れ
だ
け
科
学
の
プ
ラ
ス
に
な
る
の
か
な
ど
、

本
学
も
色
ん
な
試
み
を
し
て
き
ま
し
た
」

　

芸
術
は
「
非
実
証
型
科
学
」
で
あ
る
と
宮
廻
教
授

は
語
る
。

　
「
科
学
は
実
証
し
て
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
ま
す
が
、
芸

術
は
仮
説
で
飛
躍
で
き
ま
す
。
科
学
で
も
同
様
の
ア

プ
ロ
ー
チ
が
で
き
れ
ば
一
段
と
飛
躍
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。
科
学
に
芸
術
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
、
実

は
凄
く
価
値
が
あ
る
の
で
は
と
考
え
た
の
で
す
」

　

芸
術
の
分
野
で
作
品
が
評
価
さ
れ
る
の
は
５
年
、

10
年
を
経
て
か
ら
が
多
い
。
そ
れ
は
ビ
ジ
ョ
ン
主
導

型
の
C
O
I
の
テ
ー
マ
と
も
相
通
ず
る
の
で
は
な
い
か
。

　
「
あ
る
意
味
『
未
来
』
を
思
い
出
す
と
い
う
捉
え
方

で
す
。
我
々
が
考
え
た
の
は
『
可
能
』
な
こ
と
に
チ
ャ

ン
ス
は
な
い
と
い
う
逆
転
の
発
想
。
可
能
な
こ
と
を

考
え
れ
ば
価
格
競
争
に
な
る
。
な
ら
ば
『
不
可
能
』

に
こ
そ
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
の
で
は
と
」

　

科
学
と
芸
術
と
の
接
点
が
疑
問
視
さ
れ
る
中
で
地

道
に
共
感
者
を
増
や
し
、各
所
か
ら
応
援
さ
れ
る
ま
で

に
至
っ
た
そ
の
原
動
力
は
、
同
大
学
な
ら
で
は
の
柔

軟
な
発
想
が
あ
っ
て
こ
そ
の
も
の
だ
ろ
う
。

　
「
科
学
の
実
証
は
難
し
く
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
興

す
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
る
。
し
か
し
芸
術
の
場
合

は
す
で
に
実
証
し
て
い
ま
す
。
作
品
を
作
る
こ
と
は

『
実
証
』
そ
の
も
の
で
す
か
ら
」

　

C
O
I
の
研
究
課
題
の
ひ
と
つ
と
し
て
1
年
目
に

手
が
け
た
の
は
、
焼
損
し
た
法
隆
寺
旧
金
堂
壁
画
を

原
寸
大
で
復
元
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。
宮
廻
教
授

は
こ
う
話
す
。

　
「
焼
失
・
変
色
し
た
も
の
の
復
元
は
、
手
彩
色
で
20

年
く
ら
い
か
か
り
、
ま
た
芸
術
家
の
個
性
が
作
品
に

反
映
し
て
し
ま
う
と
い
う
弱
点
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
着
目
し
た
の
は
デ
ジ
タ
ル
。
デ
ジ
タ
ル
な
ら
客

観
的
に
作
業
を
進
め
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
に
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
ア
ナ
ロ
グ
技
術
を
取
り
入
れ
、
下
地
が

ア
ナ
ロ
グ
、
真
ん
中
が
デ
ジ
タ
ル
、
上
が
ア
ナ
ロ
グ

の
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
方
式
で
す
ね
」

　

同
大
学
は
20
年
か
か
る
と
い
わ
れ
た
復
元
を
３
カ

月
ほ
ど
で
完
成
。
芸
術
な
ら
で
は
の
発
想
力
と
最
先

端
デ
ジ
タ
ル
技
術
と
の
出
合
い
が
科
学
の
力
だ
け
で

は
な
し
得
な
か
っ
た
成
果
へ
と
導
い
た
。
２
年
目
は
、

ボ
ス
ト
ン
の
大
富
豪
・
ス
ポ
ル
デ
ィ
ン
グ
兄
弟
が
ボ

ス
ト
ン
美
術
館
に
寄
贈
し
た
約
６
５
０
０
点
の
浮
世

絵
に
日
の
目
を
見
せ
る
事
業
を
手
が
け
た
。
門
外
不

出
・
公
開
厳
禁
で
死
蔵
さ
れ
て
い
た
浮
世
絵
を
デ
ジ

タ
ル
の
力
で
凹
凸
ま
で
再
現
、
ク
ロ
ー
ン
レ
ベ
ル
の

ク
オ
リ
テ
ィ
で
複
製
を
実
現
さ
せ
た
。

　
「
我
々
の
技
術
な
ら
本
物
と
見
紛
う
ク
オ
リ
テ
ィ
の

浮
世
絵
が
作
れ
ま
す
。
数
百
年
封
じ
込
め
ら
れ
て
い

た
作
品
を
世
に
送
り
出
し
、
誰
も
が
鑑
賞
で
き
る
よ

う
に
な
る
。
こ
れ
は
非
常
に
価
値
の
高
い
こ
と
で
す
」

　

日
本
の
文
化
は
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
文
化
の
模
倣
か

ら
始
ま
っ
た
と
も
語
る
宮
廻
教
授
。

　
「
真
似
る
こ
と
か
ら
学
び
、
そ
れ
を
受
容
し
和
風

と
い
う
も
の
に
変
化
さ
せ
た
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
超
越

し
て
み
せ
る
能
力
こ
そ
が
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
な
の
で
す
。

そ
れ
を
今
回
の
浮
世
絵
復
元
で
証
明
で
き
ま
し
た
」

　

そ
し
て
３
年
目
の
今
年
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、

破
壊
さ
れ
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
バ
ー
ミ
ヤ
ン
大
仏

天
井
壁
画
や
流
出
文
化
財
の
復
元
。
同
大
学
の
復
元

技
術
は
、
戦
乱
で
損
失
す
る
海
外
文
化
財
の
保
護
・

保
管
に
役
立
て
ら
れ
、
文
化
外
交
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
る
。

　

文
化
財
の
復
元
・
保
護
を
進
め
る
一
方
で
、
芸
術

や
歴
史
の
対
極
と
も
い
え
る
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
「
自
閉
症
な
ど
の
心
の
病
を
抱
え
て
い
る
人
は
、
人

間
は
苦
手
で
も
ロ
ボ
ッ
ト
に
は
気
楽
に
話
が
で
き
る

こ
と
が
多
い
。
た
だ
単
に
人
の
代
わ
り
で
は
な
く
、

も
っ
と
違
う
使
い
道
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
取
り

組
ん
で
い
る
の
が
『
ロ
ボ
ッ
ト
・
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ

ア
ー
ツ
研
究
』
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
と
の
共
生
の
在
り
方

を
研
究
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
障
が
い
者
か
ら
の
学

び
に
着
目
し
た
の
が
『
障
が
い
者
ア
ー
ト
』。
今
の
世

の
中
は
平
均
値
で
も
の
を
見
る
傾
向
が
強
い
。
一
定

部
分
欠
損
し
て
い
て
も
優
れ
た
資
質
の
あ
る
才
能
を

あ
ま
り
評
価
し
ま
せ
ん
。
本
学
の
学
生
は
ハ
イ
レ
ベ

ル
な
技
術
は
持
っ
て
い
ま
す
が
、
感
動
す
る
こ
と
が

少
な
く
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
感
性
教
育

に
障
が
い
者
の
方
の
協
力
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
た
め
に
毎
年
各
国
の
障
が
い
を
持
つ
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
を
招
へ
い
し
、
音
楽
や
ダ
ン
ス
な
ど
の
発
表
会

を
し
て
い
ま
す
が
、
来
場
者
は
皆
、
深
い
感
動
を
得

て
帰
り
ま
す
」

　

芸
術
が
人
に
与
え
る
「
感
動
」
に
は
、
国
境
も
障

が
い
の
垣
根
も
な
い
。
五
感
を
刺
激
す
る
芸
術
表
現

の
研
究
成
果
を
科
学
技
術
に
応
用
す
る
こ
と
で
さ
ら

な
る
「
感
動
」
を
創
り
出
す
。
東
京
藝
術
大
学
な
ら

で
は
の
独
自
の
産
学
連
携
に
よ
り
、
豊
か
な
共
生
社

会
実
現
に
向
け
、
新
た
な
挑
戦
が
続
く
。

芸
術
と
い
う
観
点
か
ら
独
自
の

革
新
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
取
り
組
む

「
感
動
」の
共
有
に
よ
り

豊
か
な
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
す

未
来
を
思
い
出
す
と
い
う
逆
転
の
発
想
で

「
不
可
能
」に
眠
る
チ
ャ
ン
ス
を
見
い
出
す

　

文
部
科
学
省
と
科
学
技
術
振
興
機
構
が
開
始
し
た

「
C
O
I（
セ
ン
タ
ー
・
オ
ブ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
」。
10
年
後
の
社
会
の
ニ
ー
ズ
、
あ
る

べ
き
姿
を
見
据
え
た
ビ
ジ
ョ
ン
主
導
型
の
研
究
開
発

テ
ー
マ
に
対
し
、
1
〜
10
億
円
の
集
中
的
な
支
援
が

行
わ
れ
、
大
学
と
産
業
界
が
一
体
と
な
っ
て
、
革
新

的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
を
目
指
す
。
激
化
す
る

国
際
競
争
で
生
き
残
り
、
経
済
再
生
を
果
た
す
た
め

の
カ
ン
フ
ル
剤
と
い
う
べ
き
施
策
だ
。

　

芸
術
大
学
と
し
て
初
め
て
C
O
I
に
採
択
さ
れ
た

の
が
東
京
藝
術
大
学
だ
。「
社
会
連
携
セ
ン
タ
ー
」
が

中
心
と
な
り
、
本
格
的
な
産
学
連
携
の
拠
点
と
し
て

「
A
r
t
s 

＆ 

S
c
i
e
n
c
e 

L
A
B.
」
を
新
設
。

芸
術
と
科
学
技
術
を
融
合
し
、新
た
な
文
化
を
創
造
す

る
研
究
、ロ
ボ
ッ
ト
や
障
が
い
者
の
表
現
か
ら
新
た
な

感
動
を
創
造
す
る
研
究
な
ど
、
芸
術
大
学
な
ら
で
は

の
文
化
と
心
を
育
む
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
に
挑

戦
し
て
い
る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
成
果
は
、
１
階
の

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
で
公
開
さ
れ
る
。

　

日
本
の
芸
術
文
化
を
け
ん
引
し
培
っ
て
き
た
成
果

を
い
か
に
活
用
し
、
新
た
な
文
化
創
造
の
拠
点
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
、
社
会
連
携
セ
ン
タ
ー
長

の
宮
廻
正
明
教
授
に
お
話
を
伺
っ
た
。

　
「
本
学
で
は
C
O
I
立
ち
上
げ
の
１
年
前
か
ら
芸
術

と
科
学
技
術
に
よ
る
共
感
覚
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
テ
ー

マ
に
『
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
』
を
始
動
し
て
い

て
、こ
れ
に
リ
ン
ク
す
る
形
で
応
募
し
た
ん
で
す
」

　

と
は
い
え
、
国
に
は
科
学
と
芸
術
が
ど
う
結
び
つ

く
の
か
よ
く
理
解
し
て
も
ら
え
ず
、
最
初
の
２
年
間

は
ト
ラ
イ
ア
ル
と
い
う
形
で
の
参
加
だ
っ
た
と
い
う
。

宮廻正明（みやさこ まさあき）
（大学院美術研究科教授／学長特命／社会連携センター長）
東京藝術大学大学院美術研究科修士課程文化財保存学専攻

（保存修復）修了後、平山郁夫に師事。国内外の受賞・パブ
リックコレクション多数。日本美術院同人・評議員、山種
美術館理事、文化財保護・芸術研究助成財団理事長などを
歴任。古典絵画技法及び模写、日本画制作、学位論文の指
導のほか、新たな文化創造のための産学連携を推進する。
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の
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ど
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だ
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科
学
の
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に
な
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ど
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を
し
て
き
ま
し
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芸
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は
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非
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で
あ
る
と
宮
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教
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は
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る
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科
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は
実
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て
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を
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ま
す
が
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躍
で
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ま
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と
飛
躍
で
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は
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。
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取
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こ
と
は
、
実

は
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が
あ
る
の
で
は
と
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え
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の
で
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野
で
作
品
が
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想
。
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に
こ
そ
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
の
で
は
と
」

　

科
学
と
芸
術
と
の
接
点
が
疑
問
視
さ
れ
る
中
で
地

道
に
共
感
者
を
増
や
し
、各
所
か
ら
応
援
さ
れ
る
ま
で

に
至
っ
た
そ
の
原
動
力
は
、
同
大
学
な
ら
で
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の
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０
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の
浮
世

絵
に
日
の
目
を
見
せ
る
事
業
を
手
が
け
た
。
門
外
不

出
・
公
開
厳
禁
で
死
蔵
さ
れ
て
い
た
浮
世
絵
を
デ
ジ

タ
ル
の
力
で
凹
凸
ま
で
再
現
、
ク
ロ
ー
ン
レ
ベ
ル
の

ク
オ
リ
テ
ィ
で
複
製
を
実
現
さ
せ
た
。

　
「
我
々
の
技
術
な
ら
本
物
と
見
紛
う
ク
オ
リ
テ
ィ
の

浮
世
絵
が
作
れ
ま
す
。
数
百
年
封
じ
込
め
ら
れ
て
い

た
作
品
を
世
に
送
り
出
し
、
誰
も
が
鑑
賞
で
き
る
よ

う
に
な
る
。
こ
れ
は
非
常
に
価
値
の
高
い
こ
と
で
す
」

　

日
本
の
文
化
は
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
文
化
の
模
倣
か

ら
始
ま
っ
た
と
も
語
る
宮
廻
教
授
。

　
「
真
似
る
こ
と
か
ら
学
び
、
そ
れ
を
受
容
し
和
風

と
い
う
も
の
に
変
化
さ
せ
た
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
超
越

し
て
み
せ
る
能
力
こ
そ
が
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
な
の
で
す
。

そ
れ
を
今
回
の
浮
世
絵
復
元
で
証
明
で
き
ま
し
た
」

　

そ
し
て
３
年
目
の
今
年
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、

破
壊
さ
れ
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
バ
ー
ミ
ヤ
ン
大
仏

天
井
壁
画
や
流
出
文
化
財
の
復
元
。
同
大
学
の
復
元

技
術
は
、
戦
乱
で
損
失
す
る
海
外
文
化
財
の
保
護
・

保
管
に
役
立
て
ら
れ
、
文
化
外
交
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
る
。

　

文
化
財
の
復
元
・
保
護
を
進
め
る
一
方
で
、
芸
術

や
歴
史
の
対
極
と
も
い
え
る
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
「
自
閉
症
な
ど
の
心
の
病
を
抱
え
て
い
る
人
は
、
人

間
は
苦
手
で
も
ロ
ボ
ッ
ト
に
は
気
楽
に
話
が
で
き
る

こ
と
が
多
い
。
た
だ
単
に
人
の
代
わ
り
で
は
な
く
、

も
っ
と
違
う
使
い
道
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
取
り

組
ん
で
い
る
の
が
『
ロ
ボ
ッ
ト
・
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ

ア
ー
ツ
研
究
』
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
と
の
共
生
の
在
り
方

を
研
究
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
障
が
い
者
か
ら
の
学

び
に
着
目
し
た
の
が
『
障
が
い
者
ア
ー
ト
』。
今
の
世

の
中
は
平
均
値
で
も
の
を
見
る
傾
向
が
強
い
。
一
定

部
分
欠
損
し
て
い
て
も
優
れ
た
資
質
の
あ
る
才
能
を

あ
ま
り
評
価
し
ま
せ
ん
。
本
学
の
学
生
は
ハ
イ
レ
ベ

ル
な
技
術
は
持
っ
て
い
ま
す
が
、
感
動
す
る
こ
と
が

少
な
く
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
感
性
教
育

に
障
が
い
者
の
方
の
協
力
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
た
め
に
毎
年
各
国
の
障
が
い
を
持
つ
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
を
招
へ
い
し
、
音
楽
や
ダ
ン
ス
な
ど
の
発
表
会

を
し
て
い
ま
す
が
、
来
場
者
は
皆
、
深
い
感
動
を
得

て
帰
り
ま
す
」

　

芸
術
が
人
に
与
え
る
「
感
動
」
に
は
、
国
境
も
障

が
い
の
垣
根
も
な
い
。
五
感
を
刺
激
す
る
芸
術
表
現

の
研
究
成
果
を
科
学
技
術
に
応
用
す
る
こ
と
で
さ
ら

な
る
「
感
動
」
を
創
り
出
す
。
東
京
藝
術
大
学
な
ら

で
は
の
独
自
の
産
学
連
携
に
よ
り
、
豊
か
な
共
生
社

会
実
現
に
向
け
、
新
た
な
挑
戦
が
続
く
。

芸
術
と
い
う
観
点
か
ら
独
自
の

革
新
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
取
り
組
む

「
感
動
」の
共
有
に
よ
り

豊
か
な
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
す

未
来
を
思
い
出
す
と
い
う
逆
転
の
発
想
で

「
不
可
能
」に
眠
る
チ
ャ
ン
ス
を
見
い
出
す

　

文
部
科
学
省
と
科
学
技
術
振
興
機
構
が
開
始
し
た

「
C
O
I（
セ
ン
タ
ー
・
オ
ブ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
」。
10
年
後
の
社
会
の
ニ
ー
ズ
、
あ
る

べ
き
姿
を
見
据
え
た
ビ
ジ
ョ
ン
主
導
型
の
研
究
開
発

テ
ー
マ
に
対
し
、
1
〜
10
億
円
の
集
中
的
な
支
援
が

行
わ
れ
、
大
学
と
産
業
界
が
一
体
と
な
っ
て
、
革
新

的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
を
目
指
す
。
激
化
す
る

国
際
競
争
で
生
き
残
り
、
経
済
再
生
を
果
た
す
た
め

の
カ
ン
フ
ル
剤
と
い
う
べ
き
施
策
だ
。

　

芸
術
大
学
と
し
て
初
め
て
C
O
I
に
採
択
さ
れ
た

の
が
東
京
藝
術
大
学
だ
。「
社
会
連
携
セ
ン
タ
ー
」
が

中
心
と
な
り
、
本
格
的
な
産
学
連
携
の
拠
点
と
し
て

「
A
r
t
s 

＆ 

S
c
i
e
n
c
e 

L
A
B.
」
を
新
設
。

芸
術
と
科
学
技
術
を
融
合
し
、新
た
な
文
化
を
創
造
す

る
研
究
、ロ
ボ
ッ
ト
や
障
が
い
者
の
表
現
か
ら
新
た
な

感
動
を
創
造
す
る
研
究
な
ど
、
芸
術
大
学
な
ら
で
は

の
文
化
と
心
を
育
む
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
に
挑

戦
し
て
い
る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
成
果
は
、
１
階
の

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
で
公
開
さ
れ
る
。

　

日
本
の
芸
術
文
化
を
け
ん
引
し
培
っ
て
き
た
成
果

を
い
か
に
活
用
し
、
新
た
な
文
化
創
造
の
拠
点
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
、
社
会
連
携
セ
ン
タ
ー
長

の
宮
廻
正
明
教
授
に
お
話
を
伺
っ
た
。

　
「
本
学
で
は
C
O
I
立
ち
上
げ
の
１
年
前
か
ら
芸
術

と
科
学
技
術
に
よ
る
共
感
覚
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
テ
ー

マ
に
『
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
』
を
始
動
し
て
い

て
、こ
れ
に
リ
ン
ク
す
る
形
で
応
募
し
た
ん
で
す
」

　

と
は
い
え
、
国
に
は
科
学
と
芸
術
が
ど
う
結
び
つ

く
の
か
よ
く
理
解
し
て
も
ら
え
ず
、
最
初
の
２
年
間

は
ト
ラ
イ
ア
ル
と
い
う
形
で
の
参
加
だ
っ
た
と
い
う
。

宮廻正明（みやさこ まさあき）
（大学院美術研究科教授／学長特命／社会連携センター長）
東京藝術大学大学院美術研究科修士課程文化財保存学専攻

（保存修復）修了後、平山郁夫に師事。国内外の受賞・パブ
リックコレクション多数。日本美術院同人・評議員、山種
美術館理事、文化財保護・芸術研究助成財団理事長などを
歴任。古典絵画技法及び模写、日本画制作、学位論文の指
導のほか、新たな文化創造のための産学連携を推進する。
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南予地方

南予水産研究センター

防災情報研究センター
（松山アーバンデザインセンター）

地域共創コンソーシアム
社会共創学部

社会連携推進機構
愛媛県内就職定住教育プログラム

地域協働センター西条

紙産業イノベーションセンター
地域創成研究センター

植物工場研究センター

中予地方

東予地方
第二次産業中心

第三次産業中心

第一次産業中心

松山市

宇和島市

愛南町

西条市

四国中央市

※愛媛県産業技術研究所
紙産業技術センター内に設置

※西条市地域創生センター内に設置

愛媛大学
Episode 2

【特集】産学連携 ── 愛媛大学

【特集】 産学連携
地域連携を重視する

「社会共創学部」を新設。
愛媛型「地域創生」の実現を目指す。

へ
の
提
言
、
高
等
教
育
機
会
の
提
供
、
地
域
人
材
の

輩
出
な
ど
、
地
域
と
の
連
携
を
よ
り
重
視
す
る
必
要

も
あ
り
ま
す
。
産
学
連
携
と
地
域
連
携
を
別
に
し
た

の
は
、
そ
う
し
た
観
点
か
ら
で
す
」

　

愛
媛
の
産
業
構
造
は
、
東
予
地
方
が
第
二
次
産
業

中
心
の
「
も
の
づ
く
り
」
地
域
。
南
予
地
方
は
第
一

次
産
業
中
心
で
農
業
と
漁
業
、
養
殖
業
が
盛
ん
な
地

域
。
中
予
地
方
は
第
三
次
産
業
中
心
で
、
松
山
城
や

道
後
温
泉
な
ど
を
擁
し
た
地
域
に
な
っ
て
い
る
。
各

地
域
に
は
、
地
域
産
業
に
特
化
し
た
セ
ン
タ
ー
が
設

置
さ
れ
て
い
る
。

　

愛
南
町
の
南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
問

的
見
地
か
ら
よ
り
高
度
な
水
産
技
術
の
開
発
に
注
力
、

水
産
資
源
枯
渇
問
題
に
真
っ
向
か
ら
取
り
組
ん
で
い

る
。
四
国
中
央
市
の
紙
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
は
、
県
の
全
面
協
力
の
も
と
酸
素
を
通
さ
な
い

紙
や
医
学
分
野
で
毛
管
現
象
を
応
用
し
た
検
査
紙
な

ど
、
紙
の
可
能
性
を
追
究
し
て
い
る
。
ま
た
松
山
市

の
防
災
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
に
は
都
市
を
総
合
的
に

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
組
織
と
し
て
民
公
学
連
携
の
松

山
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
を
設
置
。
歴
史
と

未
来
を
融
合
す
る
モ
デ
ル
都
市
の
実
現
を
目
指
す
。

　
「
セ
ン
タ
ー
に
は
教
員
が
所
属
し
、
研
究
が
主
な
職

務
に
な
り
ま
す
が
、
南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
と
紙

産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
は
学
生
の
教
育

単
位
と
な
る
コ
ー
ス
も
設
置
し
て
い
ま
す
。
学
生
と

教
員
が
一
緒
に
な
っ
て
地
域
や
企
業
の
課
題
の
解
決

を
目
指
す
も
の
で
、
結
果
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
課
題

に
精
通
し
た
人
材
を
輩
出
す
る
と
と
も
に
、
研
究
の

成
果
は
地
域
や
会
社
の
技
術
開
発
面
で
貢
献
で
き
る
。

と
て
も
効
果
的
に
機
能
し
て
い
ま
す
。
水
産
と
か
紙

産
業
と
か
明
確
な
産
業
が
存
在
す
る
の
で
、
大
学
の

立
ち
位
置
と
し
て
、
学
生
と
セ
ン
タ
ー
が
共
存
す
る

形
で
す
ね
」　

　

地
域
創
生
を
掲
げ
て
新
設
さ
れ
た
「
社
会
共
創
学

部
」
に
つ
い
て
、
弓
削
俊
洋
理
事
・
副
学
長
は
、
魅

力
あ
る
産
業
の
創
出
が
重
要
で
あ
り
、
若
者
が
こ
の

町
で
暮
ら
し
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
地
域
再
構
築
を

目
指
す
と
語
る
。

　
「
大
学
は
研
究
を
通
じ
た
知
の
発
信
の
場
で
す
が
、

地
域
に
学
ぶ
こ
と
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
地
域
の

町
興
し
に
学
生
や
教
員
が
入
っ
て
地
域
の
『
知
』
を

学
び
、
大
学
で
研
究
・
昇
華
さ
せ
る
。
観
光
ま
ち
づ

く
り
の
部
分
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」

　

大
学
と
地
域
の
強
い
連
携
で
西
条
市
に
設
置
さ
れ

た
の
が
地
域
協
働
セ
ン
タ
ー
西
条
だ
。「
社
会
共
創
学

部
」
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
ベ
ー
ス
と
し
て
機
能

さ
せ
て
い
く
と
い
う
。

　
「
様
々
な
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
も
や
る
し
、
高
大
連

携
、
修
士
課
程
の
授
業
の
供
給
な
ど
、
色
々
な
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
場
と
な
り
ま
す
」
と
仁
科
理
事

は
語
り
、
こ
う
続
け
る
。

　
「
国
は
『
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
』
と
言
い
ま
す
が
、

私
は
仕
事
が
最
初
な
の
で
は
と
思
う
の
で
す
」

　

人
が
集
ま
れ
ば
町
に
な
る
が
、
人
口
が
増
え
た
だ

け
で
は
根
本
的
な
解
決
に
な
ら
な
い
。
大
学
の
本
分

は
教
育
と
研
究
。
学
生
の
育
成
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、

社
会
人
教
育
も
視
野
に
フ
ル
動
員
す
る
こ
と
が
地
域

活
性
化
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
。
労
働
人
口
の
増
加
こ

そ
が
地
域
浮
揚
の
鍵
に
な
る
と
も
付
け
加
え
る
。

　

同
大
学
は
、
県
内
就
職
率
50
パ
ー
セ
ン
ト
を
目
標

に
掲
げ
、「
愛
媛
県
内
就
職
・
定
住
促
進
」
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
始
動
。
そ
こ
で
コ
ア
と
な
る
の
は
社
会
人

基
礎
力
の
向
上
を
目
指
す
「
社
会
力
入
門
」、
愛
媛
県

内
各
地
の
特
性
や
課
題
な
ど
を
学
ぶ
「
愛
媛
学
」
だ
。

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
、
弓
削
理
事
は
こ
う
語
る
。

　
「『
社
会
力
入
門
』
は
社
会
人
基
礎
力
の
習
得
、『
愛

媛
学
』
は
、
愛
媛
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
し
、
地
域
の

現
状
や
課
題
、
地
域
活
性
化
に
関
す
る
外
部
講
師
の

講
演
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
を
通
し
て
、
県
外
で

も
通
用
す
る
思
考
力
や
方
策
を
学
べ
る
よ
う
な
汎
用

性
の
高
い
授
業
に
し
て
い
き
ま
す
」

　
「
愛
媛
型
産
学
連
携
」
と
も
い
え
る
多
面
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
で
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
全
力
で
挑

む
愛
媛
大
学
。
地
域
か
ら
地
（
知
）
を
学
び
、
地
域

へ
還
元
す
る
。
大
学
に
寄
せ
ら
れ
る
地
域
の
期
待
は

大
き
い
。

「
社
会
共
創
学
部
」を
新
設
・
始
動
。

地
域
の「
知
」か
ら
社
会
力
を
涵
養
す
る

東
予
・
中
予
・
南
予
の
異
な
る
産
業
構
造
。

拠
点
配
備
で
地
域
の
課
題
解
決
を
図
る

自
立
的
で
持
続
的
な
地
域
社
会
創
生
に
向
け
、

高
ま
る
大
学
へ
の
期
待

　

高
齢
化
と
人
口
減
少
は
、
日
本
が
今
ま
さ
に
直
面

し
て
い
る
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
日
本
の
未
来
に
影

を
落
と
し
か
ね
な
い
状
況
と
い
え
る
。
地
方
創
生
を

最
重
要
課
題
と
す
る
政
府
は
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
本
部
」
を
設
置
し
、
地
域
の
活
性
と
そ
の
好

循
環
の
維
持
実
現
を
目
指
す
。

　

産
学
官
民
の
連
携
組
織
で
あ
る
「
地
域
共
創
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
」
を
立
ち
上
げ
た
ほ
か
、
産
業
の
活
性

化
や
地
域
の
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
に
な
り
う
る
人
材
の
育

成
を
目
的
と
す
る
「
社
会
共
創
学
部
」
を
新
設
し
、

基
本
理
念
で
あ
る
「
地
域
と
と
も
に
輝
く
大
学
」
に

全
学
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
愛
媛
大
学
だ
。

　

そ
の
中
核
と
な
る
の
が
同
大
学
社
会
連
携
推
進
機

構
。「
地
（
知
）
の
拠
点
整
備
事
業
（
大
学
C
O
C

事
業
）」、「
地
（
知
）
の
拠
点
大
学
に
よ
る
地
方
創
生

推
進
事
業
（
C
O
C
+
事
業
）」（
注
１
）
に
も
採
択
さ

れ
、
愛
媛
の
事
業
責
任
大
学
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
て
い
る
。
機
構
長
で
あ
る
仁
科
弘
重
理

事
・
副
学
長
は
こ
う
語
る
。

　
「
我
々
は
、
産
学
連
携
を
推
進
し
、
四
国
T
L
O（
注

２
）
と
連
携
し
て
知
的
財
産
を
追
求
す
る
産
学
連
携
推

進
部
門
と
、
地
域
密
着
型
セ
ン
タ
ー
と
総
称
さ
れ
る

６
つ
の
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
す
る
地
域
連
携
推
進
部

門
に
、
分
け
て
考
え
て
い
ま
す
。
と
申
し
ま
す
の
も
、

産
学
連
携
は
ど
う
し
て
も
企
業
と
大
学
と
の
共
同
研

究
が
中
心
で
、
そ
こ
で
発
生
し
た
知
的
財
産
で
大
学

も
若
干
の
収
入
を
得
ら
れ
る
と
い
う
も
の
。
し
か
し

企
業
も
産
業
も
お
の
お
の
が
単
独
で
存
在
し
て
い
る

の
で
は
な
く
、
地
域
と
の
接
点
が
あ
っ
て
こ
そ
で
す
。

ま
た
、
特
定
の
強
い
産
業
が
な
い
地
域
で
は
、
市
町

弓削俊洋（ゆげ としひろ）
（教育・学生支援機構長／理事・副学長）
立命館大学大学院文学研究科東洋思想修士
課程修了。専門は現代中国、風刺文学な
ど。立命館中学・高校教諭から愛媛大学講
師・助教授・教授、国際交流センター長を経
て、理事・副学長に就任。地域イノベーショ
ン創出を目指し、新学部設立を主導する。

仁科弘重（にしな ひろしげ）
（社会連携推進機構長／理事・副学長）
東京大学大学院農学系研究科修士課程修了。農
学博士。専門は緑化環境工学、植物工場など。
東京大学農学部助手から愛媛大学農学部助教授・
教授・学部長、植物工場研究センター長を経て、
2015年より理事・副学長、社会連携推進機構長
に就任し、産学連携・地域連携を推進する。

注
１
／
地（
知
）の
拠
点
整
備
事
業（
大
学
C
O
C
事
業
）、
地（
知
）の
拠

点
大
学
に
よ
る
地
方
創
生
推
進
事
業（
C
O
C
＋
事
業
）：
文
部
科
学
省

が
実
施
す
る
事
業
。
C
O
C
はC

enter of C
om

m
unity

の
略
語
で
、

地
域
の
ニ
ー
ズ
と
大
学
の
シ
ー
ズ（
教
育
・
研
究
・
社
会
貢
献
）の
マ
ッ
チ

ン
グ
に
よ
る
地
域
課
題
の
解
決
に
全
学
的
に
取
り
組
み
、
地
域
再
生
・

活
性
化
の
核
と
な
る
大
学
の
形
成
を
目
標
と
し
て
平
成
25
年
度
か
ら

実
施
さ
れ
た
。平
成
27
年
度
か
ら
の
C
O
C
＋
事
業
で
は
、大
学
が
地
方

公
共
団
体
や
企
業
な
ど
と
協
働
し
て
、
学
生
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
就
職

先
の
創
出
と
、
そ
の
地
域
が
求
め
る
人
材
の
養
成
に
取
り
組
み
、
地
方

創
生
の
中
心
と
な
る
人
材
を
地
方
へ
集
積
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

注
２
／
四
国
T
L
O（
株
式
会
社
テ
ク
ノ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
四
国
）：
大
学

か
ら
生
み
出
さ
れ
る
知
財
で
四
国
地
域
の
社
会
・
産
業
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、徳
島
大
学
、香
川
大
学
、愛
媛
大
学
、高
知
大
学
、高

知
工
科
大
学
の
教
員
有
志
で
２
０
０
１
年
に
設
立
さ
れ
た
法
人
。
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南予地方

南予水産研究センター

防災情報研究センター
（松山アーバンデザインセンター）

地域共創コンソーシアム
社会共創学部

社会連携推進機構
愛媛県内就職定住教育プログラム

地域協働センター西条

紙産業イノベーションセンター
地域創成研究センター

植物工場研究センター

中予地方

東予地方
第二次産業中心

第三次産業中心

第一次産業中心

松山市

宇和島市

愛南町

西条市

四国中央市

※愛媛県産業技術研究所
紙産業技術センター内に設置

※西条市地域創生センター内に設置

愛媛大学
Episode 2

【特集】産学連携 ── 愛媛大学

【特集】 産学連携
地域連携を重視する

「社会共創学部」を新設。
愛媛型「地域創生」の実現を目指す。

へ
の
提
言
、
高
等
教
育
機
会
の
提
供
、
地
域
人
材
の

輩
出
な
ど
、
地
域
と
の
連
携
を
よ
り
重
視
す
る
必
要

も
あ
り
ま
す
。
産
学
連
携
と
地
域
連
携
を
別
に
し
た

の
は
、
そ
う
し
た
観
点
か
ら
で
す
」

　

愛
媛
の
産
業
構
造
は
、
東
予
地
方
が
第
二
次
産
業

中
心
の
「
も
の
づ
く
り
」
地
域
。
南
予
地
方
は
第
一

次
産
業
中
心
で
農
業
と
漁
業
、
養
殖
業
が
盛
ん
な
地

域
。
中
予
地
方
は
第
三
次
産
業
中
心
で
、
松
山
城
や

道
後
温
泉
な
ど
を
擁
し
た
地
域
に
な
っ
て
い
る
。
各

地
域
に
は
、
地
域
産
業
に
特
化
し
た
セ
ン
タ
ー
が
設

置
さ
れ
て
い
る
。

　

愛
南
町
の
南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
問

的
見
地
か
ら
よ
り
高
度
な
水
産
技
術
の
開
発
に
注
力
、

水
産
資
源
枯
渇
問
題
に
真
っ
向
か
ら
取
り
組
ん
で
い

る
。
四
国
中
央
市
の
紙
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
は
、
県
の
全
面
協
力
の
も
と
酸
素
を
通
さ
な
い

紙
や
医
学
分
野
で
毛
管
現
象
を
応
用
し
た
検
査
紙
な

ど
、
紙
の
可
能
性
を
追
究
し
て
い
る
。
ま
た
松
山
市

の
防
災
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
に
は
都
市
を
総
合
的
に

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
組
織
と
し
て
民
公
学
連
携
の
松

山
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
を
設
置
。
歴
史
と

未
来
を
融
合
す
る
モ
デ
ル
都
市
の
実
現
を
目
指
す
。

　
「
セ
ン
タ
ー
に
は
教
員
が
所
属
し
、
研
究
が
主
な
職

務
に
な
り
ま
す
が
、
南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
と
紙

産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
は
学
生
の
教
育

単
位
と
な
る
コ
ー
ス
も
設
置
し
て
い
ま
す
。
学
生
と

教
員
が
一
緒
に
な
っ
て
地
域
や
企
業
の
課
題
の
解
決

を
目
指
す
も
の
で
、
結
果
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
課
題

に
精
通
し
た
人
材
を
輩
出
す
る
と
と
も
に
、
研
究
の

成
果
は
地
域
や
会
社
の
技
術
開
発
面
で
貢
献
で
き
る
。

と
て
も
効
果
的
に
機
能
し
て
い
ま
す
。
水
産
と
か
紙

産
業
と
か
明
確
な
産
業
が
存
在
す
る
の
で
、
大
学
の

立
ち
位
置
と
し
て
、
学
生
と
セ
ン
タ
ー
が
共
存
す
る

形
で
す
ね
」　

　

地
域
創
生
を
掲
げ
て
新
設
さ
れ
た
「
社
会
共
創
学

部
」
に
つ
い
て
、
弓
削
俊
洋
理
事
・
副
学
長
は
、
魅

力
あ
る
産
業
の
創
出
が
重
要
で
あ
り
、
若
者
が
こ
の

町
で
暮
ら
し
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
地
域
再
構
築
を

目
指
す
と
語
る
。

　
「
大
学
は
研
究
を
通
じ
た
知
の
発
信
の
場
で
す
が
、

地
域
に
学
ぶ
こ
と
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
地
域
の

町
興
し
に
学
生
や
教
員
が
入
っ
て
地
域
の
『
知
』
を

学
び
、
大
学
で
研
究
・
昇
華
さ
せ
る
。
観
光
ま
ち
づ

く
り
の
部
分
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」

　

大
学
と
地
域
の
強
い
連
携
で
西
条
市
に
設
置
さ
れ

た
の
が
地
域
協
働
セ
ン
タ
ー
西
条
だ
。「
社
会
共
創
学

部
」
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
ベ
ー
ス
と
し
て
機
能

さ
せ
て
い
く
と
い
う
。

　
「
様
々
な
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
も
や
る
し
、
高
大
連

携
、
修
士
課
程
の
授
業
の
供
給
な
ど
、
色
々
な
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
場
と
な
り
ま
す
」
と
仁
科
理
事

は
語
り
、
こ
う
続
け
る
。

　
「
国
は
『
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
』
と
言
い
ま
す
が
、

私
は
仕
事
が
最
初
な
の
で
は
と
思
う
の
で
す
」

　

人
が
集
ま
れ
ば
町
に
な
る
が
、
人
口
が
増
え
た
だ

け
で
は
根
本
的
な
解
決
に
な
ら
な
い
。
大
学
の
本
分

は
教
育
と
研
究
。
学
生
の
育
成
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、

社
会
人
教
育
も
視
野
に
フ
ル
動
員
す
る
こ
と
が
地
域

活
性
化
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
。
労
働
人
口
の
増
加
こ

そ
が
地
域
浮
揚
の
鍵
に
な
る
と
も
付
け
加
え
る
。

　

同
大
学
は
、
県
内
就
職
率
50
パ
ー
セ
ン
ト
を
目
標

に
掲
げ
、「
愛
媛
県
内
就
職
・
定
住
促
進
」
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
始
動
。
そ
こ
で
コ
ア
と
な
る
の
は
社
会
人

基
礎
力
の
向
上
を
目
指
す
「
社
会
力
入
門
」、
愛
媛
県

内
各
地
の
特
性
や
課
題
な
ど
を
学
ぶ
「
愛
媛
学
」
だ
。

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
、
弓
削
理
事
は
こ
う
語
る
。

　
「『
社
会
力
入
門
』
は
社
会
人
基
礎
力
の
習
得
、『
愛

媛
学
』
は
、
愛
媛
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
し
、
地
域
の

現
状
や
課
題
、
地
域
活
性
化
に
関
す
る
外
部
講
師
の

講
演
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
を
通
し
て
、
県
外
で

も
通
用
す
る
思
考
力
や
方
策
を
学
べ
る
よ
う
な
汎
用

性
の
高
い
授
業
に
し
て
い
き
ま
す
」

　
「
愛
媛
型
産
学
連
携
」
と
も
い
え
る
多
面
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
で
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
全
力
で
挑

む
愛
媛
大
学
。
地
域
か
ら
地
（
知
）
を
学
び
、
地
域

へ
還
元
す
る
。
大
学
に
寄
せ
ら
れ
る
地
域
の
期
待
は

大
き
い
。

「
社
会
共
創
学
部
」を
新
設
・
始
動
。

地
域
の「
知
」か
ら
社
会
力
を
涵
養
す
る

東
予
・
中
予
・
南
予
の
異
な
る
産
業
構
造
。

拠
点
配
備
で
地
域
の
課
題
解
決
を
図
る

自
立
的
で
持
続
的
な
地
域
社
会
創
生
に
向
け
、

高
ま
る
大
学
へ
の
期
待

　

高
齢
化
と
人
口
減
少
は
、
日
本
が
今
ま
さ
に
直
面

し
て
い
る
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
日
本
の
未
来
に
影

を
落
と
し
か
ね
な
い
状
況
と
い
え
る
。
地
方
創
生
を

最
重
要
課
題
と
す
る
政
府
は
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
本
部
」
を
設
置
し
、
地
域
の
活
性
と
そ
の
好

循
環
の
維
持
実
現
を
目
指
す
。

　

産
学
官
民
の
連
携
組
織
で
あ
る
「
地
域
共
創
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
」
を
立
ち
上
げ
た
ほ
か
、
産
業
の
活
性

化
や
地
域
の
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
に
な
り
う
る
人
材
の
育

成
を
目
的
と
す
る
「
社
会
共
創
学
部
」
を
新
設
し
、

基
本
理
念
で
あ
る
「
地
域
と
と
も
に
輝
く
大
学
」
に

全
学
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
愛
媛
大
学
だ
。

　

そ
の
中
核
と
な
る
の
が
同
大
学
社
会
連
携
推
進
機

構
。「
地
（
知
）
の
拠
点
整
備
事
業
（
大
学
C
O
C

事
業
）」、「
地
（
知
）
の
拠
点
大
学
に
よ
る
地
方
創
生

推
進
事
業
（
C
O
C
+
事
業
）」（
注
１
）
に
も
採
択
さ

れ
、
愛
媛
の
事
業
責
任
大
学
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
て
い
る
。
機
構
長
で
あ
る
仁
科
弘
重
理

事
・
副
学
長
は
こ
う
語
る
。

　
「
我
々
は
、
産
学
連
携
を
推
進
し
、
四
国
T
L
O（
注

２
）
と
連
携
し
て
知
的
財
産
を
追
求
す
る
産
学
連
携
推

進
部
門
と
、
地
域
密
着
型
セ
ン
タ
ー
と
総
称
さ
れ
る

６
つ
の
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
す
る
地
域
連
携
推
進
部

門
に
、
分
け
て
考
え
て
い
ま
す
。
と
申
し
ま
す
の
も
、

産
学
連
携
は
ど
う
し
て
も
企
業
と
大
学
と
の
共
同
研

究
が
中
心
で
、
そ
こ
で
発
生
し
た
知
的
財
産
で
大
学

も
若
干
の
収
入
を
得
ら
れ
る
と
い
う
も
の
。
し
か
し

企
業
も
産
業
も
お
の
お
の
が
単
独
で
存
在
し
て
い
る

の
で
は
な
く
、
地
域
と
の
接
点
が
あ
っ
て
こ
そ
で
す
。

ま
た
、
特
定
の
強
い
産
業
が
な
い
地
域
で
は
、
市
町

弓削俊洋（ゆげ としひろ）
（教育・学生支援機構長／理事・副学長）
立命館大学大学院文学研究科東洋思想修士
課程修了。専門は現代中国、風刺文学な
ど。立命館中学・高校教諭から愛媛大学講
師・助教授・教授、国際交流センター長を経
て、理事・副学長に就任。地域イノベーショ
ン創出を目指し、新学部設立を主導する。

仁科弘重（にしな ひろしげ）
（社会連携推進機構長／理事・副学長）
東京大学大学院農学系研究科修士課程修了。農
学博士。専門は緑化環境工学、植物工場など。
東京大学農学部助手から愛媛大学農学部助教授・
教授・学部長、植物工場研究センター長を経て、
2015年より理事・副学長、社会連携推進機構長
に就任し、産学連携・地域連携を推進する。

注
１
／
地（
知
）の
拠
点
整
備
事
業（
大
学
C
O
C
事
業
）、
地（
知
）の
拠

点
大
学
に
よ
る
地
方
創
生
推
進
事
業（
C
O
C
＋
事
業
）：
文
部
科
学
省

が
実
施
す
る
事
業
。
C
O
C
はC

enter of C
om

m
unity

の
略
語
で
、

地
域
の
ニ
ー
ズ
と
大
学
の
シ
ー
ズ（
教
育
・
研
究
・
社
会
貢
献
）の
マ
ッ
チ

ン
グ
に
よ
る
地
域
課
題
の
解
決
に
全
学
的
に
取
り
組
み
、
地
域
再
生
・

活
性
化
の
核
と
な
る
大
学
の
形
成
を
目
標
と
し
て
平
成
25
年
度
か
ら

実
施
さ
れ
た
。平
成
27
年
度
か
ら
の
C
O
C
＋
事
業
で
は
、大
学
が
地
方

公
共
団
体
や
企
業
な
ど
と
協
働
し
て
、
学
生
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
就
職

先
の
創
出
と
、
そ
の
地
域
が
求
め
る
人
材
の
養
成
に
取
り
組
み
、
地
方

創
生
の
中
心
と
な
る
人
材
を
地
方
へ
集
積
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

注
２
／
四
国
T
L
O（
株
式
会
社
テ
ク
ノ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
四
国
）：
大
学

か
ら
生
み
出
さ
れ
る
知
財
で
四
国
地
域
の
社
会
・
産
業
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、徳
島
大
学
、香
川
大
学
、愛
媛
大
学
、高
知
大
学
、高

知
工
科
大
学
の
教
員
有
志
で
２
０
０
１
年
に
設
立
さ
れ
た
法
人
。
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て
い
ま
す
。
例
え
ば
う
ち
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

の
30
ト
ン
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
の
S
R
モ
ー
タ
ー

に
問
題
が
生
じ
た
時
、
大
阪
大
学
の
先
生
か

ら
イ
ギ
リ
ス
の
大
学
の
専
門
家
を
ご
紹
介

い
た
だ
き
、
コ
マ
ツ
の
技
術
者
を
数
人
派
遣

し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
結

果
と
し
て
コ
マ
ツ
だ
け
で
は
手
に
負
え
な

か
っ
た
課
題
を
早
期
に
解
決
す
る
こ
と
が

で
き
た
ん
で
す
。
世
界
中
に
色
ん
な
知
見
を

持
っ
た
先
生
方
が
い
て
、そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
大
学
に
は
あ
る
。こ
れ
が
違
い
で
す
。

　

そ
れ
と
共
同
研
究
の
際
、
大
阪
大
学
へ
は

学
際
的
研
究
に
し
て
く
れ
と
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
我
々
は
今
、
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
や
積

み
込
み
機
な
ど
、
色
々
な
建
設
機
械
の
遠
隔

操
縦
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
人
間
と
同
じ
よ

う
な
効
率
で
機
械
に
作
業
さ
せ
る
た
め
に

は
、
建
設
機
械
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
何
を
考

え
て
作
業
し
て
い
る
の
か
。エ
ン
ジ
ン
の
音

を
聞
き
な
が
ら
負
荷
を
見
て
い
る
の
か
、
画

像
や
バ
ケ
ッ
ト
の
刃
先
を
見
な
が
ら
操
作
し

て
い
る
の
か
な
ど
、大
学
に
は
様
々
な
観
点

か
ら
研
究
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。開
発
と
い

う
の
は
色
々
な
分
野
の
先
生
方
に
関
与
い

た
だ
か
な
い
と
で
き
な
い
も
の
な
の
で
す
。

 

他
に
も
A
H
S(A

utonom
os H

aulage
S

ystem
)

と
い
う
約
３
０
０
ト
ン
の
無
人

ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
を
１
０
０
台
ほ
ど
世
界

各
地
で
動
か
し
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
も

必
ず
人
が
い
ま
す
。
そ
こ
で
働
く
人
に
と
っ

て
、
ど
う
い
う
交
通
ル
ー
ル
を
作
っ
た
ら
心

地
良
く
作
業
で
き
る
か
。
ま
さ
に
心
理
学
の

世
界
で
す
よ
。
い
く
ら
A
H
S
の
よ
う
な
も

西
尾
：
大
阪
大
学
は
コ
マ
ツ
様
と
現
在
、「
コ

マ
ツ
み
ら
い
建
機
協
働
研
究
所
」（
注
1
）
と

い
う
形
態
で
、
共
同
研
究
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
本
学
と
の
連
携
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
期
待
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
。

野
路
：
安
倍
政
権
も
経
団
連
も
、
若
者
が
夢

を
持
て
る
国
に
し
よ
う
と
い
う
方
向
性
に

大
学
に
期
待
す
る
の
は

世
界
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

学
際
的
研
究
の
実
現

違
い
は
な
い
の
で
、
ま
ず
、
若
者
の
集
う
大

学
へ
の
期
待
が
非
常
に
大
き
い
と
い
う
こ

と
が
言
え
ま
す
。
昔
と
違
い
、
現
在
で
は
技

術
が
も
の
凄
く
進
歩
し
て
学
問
が
細
分
化

さ
れ
て
お
り
、
企
業
が
で
き
る
研
究
は
限
ら

れ
て
い
ま
す
。
コ
ア
の
技
術
を
守
る
以
外

は
、
大
学
な
ど
と
の
連
携
を
活
用
し
た
オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
と
舵
を
切
っ
て

い
る
の
が
今
の
企
業
の
在
り
方
な
ん
で
す
。

西
尾
：
大
阪
大
学
も
「
産
学
共
創
」
と
い
う

新
規
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま

す
。
コ
マ
ツ
様
で
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

取
組
を
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

野
路
： 

コ
マ
ツ
は
２
０
０
３
年
に
中
央
研
究

所
を
研
究
本
部
に
統
合
し
、
２
０
１
４
年
に

は
C
T
O
室
を
開
設
、
２
０
１
５
年
に
研

究
本
部
を
開
発
本
部
と
C
T
O
室
に
統
合

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
開
発
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
だ
け
で
な
く
、
産
学
連
携
や
産
産
連
携
な

ど
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
も

目
的
と
し
て
お
り
、
今
後
、
大
学
と
の
産
学

連
携
に
は
非
常
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て

い
ま
す
。

西
尾
：
専
門
分
野
が
複
雑
多
様
化
し
て
企
業

が
全
部
自
前
で
研
究
開
発
す
る
よ
り
も
、
企

業
が
持
つ
研
究
機
能
の
一
部
を
大
学
に
託

し
て
一
緒
に
す
る
と
い
う
形
態
は
、
大
学
に

と
っ
て
は
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

野
路
：
企
業
と
大
学
と
何
が
違
う
か
と
い
う

と
、
企
業
は
企
業
内
の
研
究
員
だ
け
で
研

究
し
て
い
ま
す
が
、
大
学
は
先
生
方
が
世
界

中
に
技
術
や
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
―
ク
を
持
っ

の
を
作
っ
て
も
、
必
ず
人
文
系
の
専
門
家
な

ど
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る

ん
で
す
ね
。
場
合
に
よ
り
、
そ
れ
は
雇
用
問

題
に
ま
で
発
展
し
ま
す
。
無
人
化
が
進
ん
だ

場
合
、
今
働
い
て
い
る
人
た
ち
は
、
ど
こ
で

活
躍
す
る
の
か
、
そ
れ
を
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

す
る
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
に
な
る
の
か
。
例
え
ば

溶
接
は
昔
、
人
が
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今

は
自
分
の
技
術
を
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
に
教
え

込
む
の
が
仕
事
で
す
。
ど
ん
ど
ん
進
化
し
て

A
I
に
な
っ
て
き
た
り
す
る
と
、
雇
用
の
在

り
方
と
か
労
働
問
題
ま
で
影
響
し
て
、
専
門

家
が
い
な
い
と
で
き
な
い
ん
で
す
よ
。

西
尾
：
社
会
変
革
、
つ
ま
り
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
興
す
に
あ
た
っ
て
、
最
初
の
段
階
か
ら

人
文
科
学
や
社
会
科
学
分
野
の
研
究
者
と

一
緒
に
考
え
な
い
と
解
決
で
き
な
い
と
い

う
今
の
お
話
、
私
も
同
じ
考
え
で
す
。

西
尾
：
最
近
、
産
業
界
か
ら
大
学
と
の
産
学

連
携
の
研
究
費
を
増
額
す
べ
き
と
い
う
声

が
上
が
っ
て
い
ま
す
が
、
大
学
に
と
っ
て
、

非
常
に
心
強
い
思
い
で
す
。

野
路
：
日
本
の
企
業
の
R
＆
D（
研
究
開
発
）

費
用
は
12
兆
円
か
ら
13
兆
円
で
、そ
の
う
ち

大
学
に
研
究
開
発
を
お
願
い
し
て
い
る
の
が

９
０
０
億
円
で
す
。一
方
、
ド
イ
ツ
は
R
＆

D
費
用
が
６
兆
円
で
大
学
に
２
０
０
０
億
円

以
上
、
ア
メ
リ
カ
は
24
兆
円
で
３
４
０
０
億

円
以
上
払
っ
て
い
ま
す
。
日
本
は
あ
ま
り
に

も
少
な
す
ぎ
る
わ
け
で
す
よ
。
そ
の
く
ら
い

日
本
の
企
業
は
大
学
に
研
究
開
発
し
て
も

ら
っ
て
い
な
い
。
要
因
は
色
々
考
え
ら
れ
ま

す
。
企
業
か
ら
は
、
大
学
で
の
受
入
部
門
が

上
手
く
マ
ッ
チ
ン
グ
し
な
い
と
か
、
大
学
か

ら
は
、
企
業
か
ら
の
申
し
出
が
な
い
な
ど
の

話
を
聞
き
ま
す
。
大
学
も
企
業
も
互
い
に
人

材
の
流
動
化
が
進
ま
な
い
こ
と
に
は
、
理

解
は
深
ま
ら
な
い
と
思
う
ん
で
す
よ
。
産
学

連
携
の
数
を
増
や
し
て
、
ど
ん
ど
ん
研
究
を

進
め
る
こ
と
で
お
互
い
に
理
解
し
合
う
。
そ

う
す
る
と
数
年
後
に
は
今
の
９
０
０
億
円

が
１
５
０
０
億
円
と
か
２
０
０
０
億
円
に

な
っ
て
い
く
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

西
尾
：
大
阪
大
学
は
共
同
研
究
講
座
・
協
働

研
究
所
制
度
を
国
内
の
大
学
で
最
初
に
設

け
、
産
学
連
携
を
先
駆
け
的
に
引
っ
張
っ
て

き
た
と
い
う
自
負
が
あ
り
ま
す
が
、
さ
ら
に

も
う
一
歩
先
を
行
く
に
は
ど
の
よ
う
な
視

点
が
必
要
で
し
ょ
う
か
。

野
路
：
大
学
は
少
し
遠
慮
し
す
ぎ
だ
と
思
い

ま
す
。
今
の
産
学
連
携
で
企
業
が
払
う
費
用

は
、
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
大
学
に
負
担
が
か
か

る
仕
組
み
な
ん
で
す
よ
。
研
究
開
発
は
半
分

が
人
件
費
、
半
分
が
直
接
の
研
究
費
と
い
う

の
が
一
般
的
な
ん
で
す
が
、
多
く
の
企
業
は

人
件
費
は
払
っ
て
な
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

そ
れ
な
ら
大
学
は
“
こ
の
研
究
は
こ
の
く
ら

い
お
金
が
か
か
る
の
で
く
だ
さ
い
”
と
言
わ

な
け
れ
ば
と
思
う
ん
で
す
ね
。
研
究
開
発
費

の
3
分
の
１
は
基
礎
研
究
な
ん
で
す
。
２
年

先
で
は
な
く
５
年
先
の
こ
と
を
や
っ
て
い

る
わ
け
で
す
か
ら
３
割
以
上
は
リ
ス
ク
で
、

上
手
く
い
か
な
く
て
も
仕
方
な
い
と
い
う

考
え
で
経
営
し
て
い
る
わ
け
で
す
よ
。
う
ち

の
遠
隔
操
縦
も
５
年
、
７
年
計
画
で
協
働
研

究
所
に
や
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
上
手

く
い
か
な
か
っ
た
ら
誰
か
が
責
任
を
取
る

と
か
で
は
な
く
、
や
っ
て
い
く
中
で
新
技
術

が
出
て
く
る
。
研
究
と
い
う
の
は
そ
ん
な
も

の
で
、
大
学
側
は
も
っ
と
自
信
を
持
っ
て
や

れ
ば
い
い
ん
で
す
。
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
大
学

は
潤
う
と
い
う
形
に
し
な
い
と
。
今
は
や
れ

ば
や
る
ほ
ど
先
生
の
負
担
が
か
か
る
。
そ
こ

が
ひ
と
つ
の
課
題
な
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

西
尾
：
な
る
ほ
ど
、
大
学
は
企
業
か
ら
人
件

費
部
分
も
出
し
て
い
た
だ
き
、
逆
に
有
能
な

人
材
を
し
っ
か
り
と
育
成
す
る
モ
デ
ル
を

作
っ
て
い
く
べ
き
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

野
路
：
そ
う
で
す
。
我
々
が
ア
メ
リ
カ
や
ド

イ
ツ
の
大
学
と
研
究
開
発
す
る
場
合
、
人
件

費
プ
ラ
ス
管
理
費
も
払
う
ん
で
す
。
そ
れ
が

向
こ
う
で
は
当
た
り
前
の
世
界
で
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
、
今
、
色
々
な
省
庁
が
研
究

開
発
予
算
を
持
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
今
回
の

科
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
目
玉
は
「
ソ
サ
エ

テ
ィ
5.0
」（
注
２
）、超
ス
マ
ー
ト
社
会
を
ど
う

作
る
か
で
す
が
、
そ
う
い
う
テ
ー
マ
の
も
と

に
、大
阪
大
学
が“
次
世
代
の
医
療
シ
ス
テ

ム
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
作
る
ん
だ
”
と

手
を
挙
げ
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
作
り
上
げ

る
。
す
る
と
、
そ
の
中
で
多
く
の
新
技
術
が

生
ま
れ
て
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
作
る
人
が

ど
ん
ど
ん
出
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
。
企

業
と
の
産
学
連
携
、国
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、そ

世
界
的
に
は
強
化
が
必
要
な
日
本
の

産
学
の
共
同
研
究
。
新
技
術
創
出
に

向
け
、
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き

（
2
0
1
6
年
3
月
23
日
　
大
阪
大
学
中
之
島
セ
ン
タ
ー
に
て
）

10年先を読む産学連携。
 共同研究と人材育成で
 新たな価値を創造する。

コ
マ
ツ
取
締
役
会
長

野
路 

國
夫

大
阪
大
学
総
長

西
尾 

章
治
郎

﹇
対
談
﹈

鋭
い
判
断
力
と
比
類
な
き
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
世
界
有
数
の
建
設
機
械
メ
ー
カ
ー
「
コ
マ
ツ
」

を
築
き
上
げ
て
き
た
野
路
國
夫
会
長
。新
時
代
の
も
の
づ
く
り
に
挑
む
野
路
会
長
に
、
デ
ー
タ

工
学
の
第
一
人
者
と
し
て
日
本
の
科
学
技
術
・
学
術
の
振
興
に
尽
力
し
て
き
た
大
阪
大
学

西
尾
章
治
郎
総
長
が
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
た
め
の
産
学
連
携
の
方
策
や
人
材
育
成
の

在
り
方
な
ど
を
お
聞
き
し
、国
立
大
学
の
未
来
像
を
浮
き
彫
り
に
し
ま
す
。
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て
い
ま
す
。
例
え
ば
う
ち
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

の
30
ト
ン
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
の
S
R
モ
ー
タ
ー

に
問
題
が
生
じ
た
時
、
大
阪
大
学
の
先
生
か

ら
イ
ギ
リ
ス
の
大
学
の
専
門
家
を
ご
紹
介

い
た
だ
き
、
コ
マ
ツ
の
技
術
者
を
数
人
派
遣

し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
結

果
と
し
て
コ
マ
ツ
だ
け
で
は
手
に
負
え
な

か
っ
た
課
題
を
早
期
に
解
決
す
る
こ
と
が

で
き
た
ん
で
す
。
世
界
中
に
色
ん
な
知
見
を

持
っ
た
先
生
方
が
い
て
、そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
大
学
に
は
あ
る
。こ
れ
が
違
い
で
す
。

　

そ
れ
と
共
同
研
究
の
際
、
大
阪
大
学
へ
は

学
際
的
研
究
に
し
て
く
れ
と
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
我
々
は
今
、
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
や
積

み
込
み
機
な
ど
、
色
々
な
建
設
機
械
の
遠
隔

操
縦
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
人
間
と
同
じ
よ

う
な
効
率
で
機
械
に
作
業
さ
せ
る
た
め
に

は
、
建
設
機
械
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
何
を
考

え
て
作
業
し
て
い
る
の
か
。エ
ン
ジ
ン
の
音

を
聞
き
な
が
ら
負
荷
を
見
て
い
る
の
か
、
画

像
や
バ
ケ
ッ
ト
の
刃
先
を
見
な
が
ら
操
作
し

て
い
る
の
か
な
ど
、大
学
に
は
様
々
な
観
点

か
ら
研
究
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。開
発
と
い

う
の
は
色
々
な
分
野
の
先
生
方
に
関
与
い

た
だ
か
な
い
と
で
き
な
い
も
の
な
の
で
す
。

 

他
に
も
A
H
S(A
utonom

os H
aulage

S
ystem

)

と
い
う
約
３
０
０
ト
ン
の
無
人

ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
を
１
０
０
台
ほ
ど
世
界

各
地
で
動
か
し
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
も

必
ず
人
が
い
ま
す
。
そ
こ
で
働
く
人
に
と
っ

て
、
ど
う
い
う
交
通
ル
ー
ル
を
作
っ
た
ら
心

地
良
く
作
業
で
き
る
か
。
ま
さ
に
心
理
学
の

世
界
で
す
よ
。
い
く
ら
A
H
S
の
よ
う
な
も

西
尾
：
大
阪
大
学
は
コ
マ
ツ
様
と
現
在
、「
コ

マ
ツ
み
ら
い
建
機
協
働
研
究
所
」（
注
1
）
と

い
う
形
態
で
、
共
同
研
究
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
本
学
と
の
連
携
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
期
待
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
。

野
路
：
安
倍
政
権
も
経
団
連
も
、
若
者
が
夢

を
持
て
る
国
に
し
よ
う
と
い
う
方
向
性
に

大
学
に
期
待
す
る
の
は

世
界
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

学
際
的
研
究
の
実
現

違
い
は
な
い
の
で
、
ま
ず
、
若
者
の
集
う
大

学
へ
の
期
待
が
非
常
に
大
き
い
と
い
う
こ

と
が
言
え
ま
す
。
昔
と
違
い
、
現
在
で
は
技

術
が
も
の
凄
く
進
歩
し
て
学
問
が
細
分
化

さ
れ
て
お
り
、
企
業
が
で
き
る
研
究
は
限
ら

れ
て
い
ま
す
。
コ
ア
の
技
術
を
守
る
以
外

は
、
大
学
な
ど
と
の
連
携
を
活
用
し
た
オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
と
舵
を
切
っ
て

い
る
の
が
今
の
企
業
の
在
り
方
な
ん
で
す
。

西
尾
：
大
阪
大
学
も
「
産
学
共
創
」
と
い
う

新
規
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま

す
。
コ
マ
ツ
様
で
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

取
組
を
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

野
路
： 

コ
マ
ツ
は
２
０
０
３
年
に
中
央
研
究

所
を
研
究
本
部
に
統
合
し
、
２
０
１
４
年
に

は
C
T
O
室
を
開
設
、
２
０
１
５
年
に
研

究
本
部
を
開
発
本
部
と
C
T
O
室
に
統
合

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
開
発
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
だ
け
で
な
く
、
産
学
連
携
や
産
産
連
携
な

ど
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
も

目
的
と
し
て
お
り
、
今
後
、
大
学
と
の
産
学

連
携
に
は
非
常
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て

い
ま
す
。

西
尾
：
専
門
分
野
が
複
雑
多
様
化
し
て
企
業

が
全
部
自
前
で
研
究
開
発
す
る
よ
り
も
、
企

業
が
持
つ
研
究
機
能
の
一
部
を
大
学
に
託

し
て
一
緒
に
す
る
と
い
う
形
態
は
、
大
学
に

と
っ
て
は
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

野
路
：
企
業
と
大
学
と
何
が
違
う
か
と
い
う

と
、
企
業
は
企
業
内
の
研
究
員
だ
け
で
研

究
し
て
い
ま
す
が
、
大
学
は
先
生
方
が
世
界

中
に
技
術
や
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
―
ク
を
持
っ

の
を
作
っ
て
も
、
必
ず
人
文
系
の
専
門
家
な

ど
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る

ん
で
す
ね
。
場
合
に
よ
り
、
そ
れ
は
雇
用
問

題
に
ま
で
発
展
し
ま
す
。
無
人
化
が
進
ん
だ

場
合
、
今
働
い
て
い
る
人
た
ち
は
、
ど
こ
で

活
躍
す
る
の
か
、
そ
れ
を
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

す
る
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
に
な
る
の
か
。
例
え
ば

溶
接
は
昔
、
人
が
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今

は
自
分
の
技
術
を
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
に
教
え

込
む
の
が
仕
事
で
す
。
ど
ん
ど
ん
進
化
し
て

A
I
に
な
っ
て
き
た
り
す
る
と
、
雇
用
の
在

り
方
と
か
労
働
問
題
ま
で
影
響
し
て
、
専
門

家
が
い
な
い
と
で
き
な
い
ん
で
す
よ
。

西
尾
：
社
会
変
革
、
つ
ま
り
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
興
す
に
あ
た
っ
て
、
最
初
の
段
階
か
ら

人
文
科
学
や
社
会
科
学
分
野
の
研
究
者
と

一
緒
に
考
え
な
い
と
解
決
で
き
な
い
と
い

う
今
の
お
話
、
私
も
同
じ
考
え
で
す
。

西
尾
：
最
近
、
産
業
界
か
ら
大
学
と
の
産
学

連
携
の
研
究
費
を
増
額
す
べ
き
と
い
う
声

が
上
が
っ
て
い
ま
す
が
、
大
学
に
と
っ
て
、

非
常
に
心
強
い
思
い
で
す
。

野
路
：
日
本
の
企
業
の
R
＆
D（
研
究
開
発
）

費
用
は
12
兆
円
か
ら
13
兆
円
で
、そ
の
う
ち

大
学
に
研
究
開
発
を
お
願
い
し
て
い
る
の
が

９
０
０
億
円
で
す
。一
方
、
ド
イ
ツ
は
R
＆

D
費
用
が
６
兆
円
で
大
学
に
２
０
０
０
億
円

以
上
、
ア
メ
リ
カ
は
24
兆
円
で
３
４
０
０
億

円
以
上
払
っ
て
い
ま
す
。
日
本
は
あ
ま
り
に

も
少
な
す
ぎ
る
わ
け
で
す
よ
。
そ
の
く
ら
い

日
本
の
企
業
は
大
学
に
研
究
開
発
し
て
も

ら
っ
て
い
な
い
。
要
因
は
色
々
考
え
ら
れ
ま

す
。
企
業
か
ら
は
、
大
学
で
の
受
入
部
門
が

上
手
く
マ
ッ
チ
ン
グ
し
な
い
と
か
、
大
学
か

ら
は
、
企
業
か
ら
の
申
し
出
が
な
い
な
ど
の

話
を
聞
き
ま
す
。
大
学
も
企
業
も
互
い
に
人

材
の
流
動
化
が
進
ま
な
い
こ
と
に
は
、
理

解
は
深
ま
ら
な
い
と
思
う
ん
で
す
よ
。
産
学

連
携
の
数
を
増
や
し
て
、
ど
ん
ど
ん
研
究
を

進
め
る
こ
と
で
お
互
い
に
理
解
し
合
う
。
そ

う
す
る
と
数
年
後
に
は
今
の
９
０
０
億
円

が
１
５
０
０
億
円
と
か
２
０
０
０
億
円
に

な
っ
て
い
く
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

西
尾
：
大
阪
大
学
は
共
同
研
究
講
座
・
協
働

研
究
所
制
度
を
国
内
の
大
学
で
最
初
に
設

け
、
産
学
連
携
を
先
駆
け
的
に
引
っ
張
っ
て

き
た
と
い
う
自
負
が
あ
り
ま
す
が
、
さ
ら
に

も
う
一
歩
先
を
行
く
に
は
ど
の
よ
う
な
視

点
が
必
要
で
し
ょ
う
か
。

野
路
：
大
学
は
少
し
遠
慮
し
す
ぎ
だ
と
思
い

ま
す
。
今
の
産
学
連
携
で
企
業
が
払
う
費
用

は
、
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
大
学
に
負
担
が
か
か

る
仕
組
み
な
ん
で
す
よ
。
研
究
開
発
は
半
分

が
人
件
費
、
半
分
が
直
接
の
研
究
費
と
い
う

の
が
一
般
的
な
ん
で
す
が
、
多
く
の
企
業
は

人
件
費
は
払
っ
て
な
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

そ
れ
な
ら
大
学
は
“
こ
の
研
究
は
こ
の
く
ら

い
お
金
が
か
か
る
の
で
く
だ
さ
い
”
と
言
わ

な
け
れ
ば
と
思
う
ん
で
す
ね
。
研
究
開
発
費

の
3
分
の
１
は
基
礎
研
究
な
ん
で
す
。
２
年

先
で
は
な
く
５
年
先
の
こ
と
を
や
っ
て
い

る
わ
け
で
す
か
ら
３
割
以
上
は
リ
ス
ク
で
、

上
手
く
い
か
な
く
て
も
仕
方
な
い
と
い
う

考
え
で
経
営
し
て
い
る
わ
け
で
す
よ
。
う
ち

の
遠
隔
操
縦
も
５
年
、
７
年
計
画
で
協
働
研

究
所
に
や
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
上
手

く
い
か
な
か
っ
た
ら
誰
か
が
責
任
を
取
る

と
か
で
は
な
く
、
や
っ
て
い
く
中
で
新
技
術

が
出
て
く
る
。
研
究
と
い
う
の
は
そ
ん
な
も

の
で
、
大
学
側
は
も
っ
と
自
信
を
持
っ
て
や

れ
ば
い
い
ん
で
す
。
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
大
学

は
潤
う
と
い
う
形
に
し
な
い
と
。
今
は
や
れ

ば
や
る
ほ
ど
先
生
の
負
担
が
か
か
る
。
そ
こ

が
ひ
と
つ
の
課
題
な
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

西
尾
：
な
る
ほ
ど
、
大
学
は
企
業
か
ら
人
件

費
部
分
も
出
し
て
い
た
だ
き
、
逆
に
有
能
な

人
材
を
し
っ
か
り
と
育
成
す
る
モ
デ
ル
を

作
っ
て
い
く
べ
き
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

野
路
：
そ
う
で
す
。
我
々
が
ア
メ
リ
カ
や
ド

イ
ツ
の
大
学
と
研
究
開
発
す
る
場
合
、
人
件

費
プ
ラ
ス
管
理
費
も
払
う
ん
で
す
。
そ
れ
が

向
こ
う
で
は
当
た
り
前
の
世
界
で
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
、
今
、
色
々
な
省
庁
が
研
究

開
発
予
算
を
持
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
今
回
の

科
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
目
玉
は
「
ソ
サ
エ

テ
ィ
5.0
」（
注
２
）、超
ス
マ
ー
ト
社
会
を
ど
う

作
る
か
で
す
が
、
そ
う
い
う
テ
ー
マ
の
も
と

に
、大
阪
大
学
が“
次
世
代
の
医
療
シ
ス
テ

ム
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
作
る
ん
だ
”
と

手
を
挙
げ
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
作
り
上
げ

る
。
す
る
と
、
そ
の
中
で
多
く
の
新
技
術
が

生
ま
れ
て
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
作
る
人
が

ど
ん
ど
ん
出
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
。
企

業
と
の
産
学
連
携
、国
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、そ

世
界
的
に
は
強
化
が
必
要
な
日
本
の

産
学
の
共
同
研
究
。
新
技
術
創
出
に

向
け
、
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き

（
2
0
1
6
年
3
月
23
日
　
大
阪
大
学
中
之
島
セ
ン
タ
ー
に
て
）

10年先を読む産学連携。
 共同研究と人材育成で
 新たな価値を創造する。

コ
マ
ツ
取
締
役
会
長

野
路 

國
夫

大
阪
大
学
総
長

西
尾 

章
治
郎

﹇
対
談
﹈

鋭
い
判
断
力
と
比
類
な
き
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
世
界
有
数
の
建
設
機
械
メ
ー
カ
ー
「
コ
マ
ツ
」

を
築
き
上
げ
て
き
た
野
路
國
夫
会
長
。新
時
代
の
も
の
づ
く
り
に
挑
む
野
路
会
長
に
、
デ
ー
タ

工
学
の
第
一
人
者
と
し
て
日
本
の
科
学
技
術
・
学
術
の
振
興
に
尽
力
し
て
き
た
大
阪
大
学

西
尾
章
治
郎
総
長
が
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
た
め
の
産
学
連
携
の
方
策
や
人
材
育
成
の

在
り
方
な
ど
を
お
聞
き
し
、国
立
大
学
の
未
来
像
を
浮
き
彫
り
に
し
ま
す
。
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西
尾
：
や
は
り
ア
ジ
ア
、
大
学
、
民
間
企
業

の
産
学
連
携
活
動
を
介
し
た
良
い
循
環
を

作
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

野
路
：
日
本
の
大
学
は
海
外
の
優
秀
な
先
生

を
大
勢
育
て
て
い
る
ん
だ
か
ら
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
張
り
、
留
学
生
を
増
や
す
た
め

に
“
も
っ
と
お
金
を
出
せ
”
と
民
間
企
業
に

言
え
ば
い
い
ん
で
す
。
企
業
も
も
う
少
し
良

い
形
で
大
学
と
連
携
し
て
い
け
れ
ば
良
い

と
思
い
ま
す
。
大
半
の
学
生
が
政
府
の
奨
学

金
で
来
て
い
る
か
ら
、
国
に
戻
っ
て
先
生
か

公
務
員
に
な
る
。
そ
れ
で
は
も
っ
た
い
な

い
。
こ
れ
か
ら
は
ア
ジ
ア
の
国
々
と
も
う
少

し
上
手
く
や
ら
な
い
と
だ
め
で
す
。

　

さ
ら
に
も
う
ひ
と
つ
、世
の
中
、10
年
先
は

ど
う
な
る
ん
だ
と
。
ど
の
研
究
技
術
が
10
年

先
の
大
阪
大
学
を
引
っ
張
っ
て
い
く
の
か

と
、
そ
こ
を
追
究
し
な
い
と
。
日
本
で
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
興
ら
な
い
の

は
、
10
年
先
の
先
端
技
術
を

開
発
で
き
て
な
い
か
ら
だ
と

思
う
ん
で
す
。
や
は
り
そ
れ

を
見
越
さ
な
い
と
い
け
な
い
。

西
尾
：
産
業
構
造
が
大
き
く

変
わ
る
中
で
、
先
を
見
越
す

に
し
て
も
、
企
業
だ
け
で
は

な
か
な
か
進
ま
な
い
。
だ
か

ら
大
学
と
一
緒
に
な
っ
て
、

ど
う
い
う
方
向
に
舵
を
切
る

か
を
今
後
考
え
る
こ
と
が
重

要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

野
路
：
企
業
は
ほ
と
ん
ど
分

か
っ
て
な
い
。
企
業
は
３
年

を
進
め
、
良
い
成
果
が
出
た
と
し
て
も
、
そ

れ
が
そ
の
企
業
の
占
有
の
も
の
に
な
っ
て

し
ま
う
の
で
は
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
が
あ
る

の
で
す
が
、
そ
の
点
は
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
。

野
路
：
や
は
り
国
立
大
学
で
す
か
ら
、
あ
る

特
定
の
企
業
に
だ
け
貢
献
す
る
よ
う
な
や

り
方
は
良
く
な
い
と
思
う
ん
で
す
よ
。
基
本

的
に
は
新
し
い
シ
ー
ズ
が
出
た
ら
そ
れ
が

ど
う
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
る
か
と
い
う
こ

と
を
よ
く
見
て
、
こ
れ
は
も
う
し
っ
か
り
し

て
い
る
か
ら
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と
し
て
自

信
を
持
っ
て
や
る
、
逆
に
こ
れ
は
ま
だ
ひ
弱

だ
か
ら
、
こ
の
段
階
で
オ
ー
プ
ン
に
し
て
興

味
の
あ
る
企
業
に
渡
し
て
い
く
、
と
。
そ
う

い
う
こ
と
で
私
は
い
い
と
思
い
ま
す
。

西
尾
：
上
手
く
使
い
分
け
る
こ
と
が
肝
要
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

の
２
つ
を
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
、そ
こ
に
携
わ

る
人
た
ち
の
人
件
費
が
浮
い
て
、全
部
基
礎

研
究
に
回
せ
る
わ
け
で
す
よ
。そ
う
い
う
イ

メ
ー
ジ
で
私
は
や
る
べ
き
だ
と
思
う
ん
で
す
。

西
尾
：
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
は
じ
め
、
大

学
が
持
つ
研
究
シ
ー
ズ
の
社
会
還
元
に
関

し
て
、
ご
提
案
い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
か
。

野
路
：
大
阪
大
学
は
バ
イ
オ
系
や
医
学
系
が

強
い
と
思
い
ま
す
が
、
今
の
ス
ピ
ー
ド
競
争

時
代
、
企
業
か
ら
す
る
と
、
研
究
段
階
か
ら

加
わ
り
た
い
と
い
う
の
が
実
情
な
ん
で
す
。

日
本
は
の
ん
び
り
し
て
い
る
と
い
う
か
、
ス

ピ
ー
ド
が
出
な
い
。
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
で

“
こ
ん
な
い
い
も
の
が
で
き
た
の
で
、
企
業

さ
ん
興
味
あ
り
ま
せ
ん
か
”
と
言
っ
て
い
る

時
代
で
は
な
い
ん
で
す
よ
。“
こ
の
研
究
で

こ
ん
な
技
術
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
か
ら
、
誰

か
興
味
あ
り
ま
せ
ん
か
”
と
い
う
、
そ
の
段

階
で
僕
ら
は
入
り
込
も
う
と
し
て
い
る
わ

け
で
す
。
う
ち
は
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で
、
ベ

ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
取
引
し
て
い
ま

す
が
、
彼
ら
の
持
つ
情
報
と
ノ
ウ
ハ
ウ
に
期

待
し
て
い
る
ん
で
す
。
新
し
い
研
究
技
術
の

情
報
の
多
く
は
、
研
究
室
の
中
か
ら
出
て
き

ま
す
。
そ
う
い
う
段
階
か
ら
一
緒
に
や
ら
な

い
と
今
の
競
争
に
は
勝
て
な
い
ん
で
す
よ
。

西
尾
：
そ
の
流
れ
で
言
う
と
、
大
学
に
も
課

題
が
あ
り
ま
す
。
優
れ
た
シ
ー
ズ
を
持
っ
た

研
究
室
が
最
初
か
ら
企
業
と
組
ん
で
開
発

西
尾
：
研
究
者
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
大
学

は
ど
の
よ
う
に
若
手
研
究
者
を
育
て
て
い

け
ば
よ
い
か
伺
い
ま
す
。

野
路
：
コ
マ
ツ
に
入
社
す
る
技
術
系
学
生
の

8
割
以
上
は
修
士
で
す
。
学
生
さ
ん
に
期
待

す
る
の
は
、
学
部
の
時
は
教
授
の
研
究
の
手

伝
い
を
す
る
形
で
卒
業
論
文
を
書
い
て
学

士
を
取
る
こ
と
。
次
に
修
士
の
時
は
、
ぜ
ひ

企
業
と
の
産
学
連
携
を
や
り
、
企
業
の
課
題

を
解
決
し
て
ほ
し
い
。
１
つ
の
課
題
を
解
決

す
る
の
に
は
色
々
な
や
り
方
が
あ
り
、
そ
こ

で
力
が
付
く
ん
で
す
ね
。
企
業
が
何
を
悩
ん

で
い
る
の
か
な
ど
、
実
践
で
分
か
る
わ
け
で

す
。
さ
ら
に
博
士
、
ポ
ス
ド
ク
は
テ
ー
マ
を

決
め
、
５
年
く
ら
い
の
長
期
間
で
共
同
研
究

を
や
れ
ば
い
い
。
そ
う
す
る
と
そ
の
段
階
で

コ
マ
ツ
に
来
て
く
れ
る
人
も
い
れ
ば
、
他
の

企
業
に
行
く
人
も
い
る
と
思
う
ん
で
す
よ
。

西
尾
：
企
業
と
の
共
同
研
究
の
中
に
学
生
を

正
当
に
位
置
づ
け
る
こ
と
で
、
学
生
は
生
活

費
の
確
保
が
可
能
と
な
り
、
一
方
で
日
常
的

に
共
同
研
究
に
関
わ
る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
養
わ
れ
て
い
き
ま
す
。

野
路
：
連
携
を
進
め
る
こ
と
で
社
会
の
こ
と

も
分
か
る
し
、
そ
の
上
で
自
分
は
大
学
の
研

究
室
に
残
る
よ
り
も
企
業
に
行
っ
た
方
が

い
い
と
か
、
も
う
少
し
基
礎
研
究
を
や
り
た

い
と
か
。
色
ん
な
選
択
の
道
が
広
が
っ
て
い

き
、
民
間
企
業
と
大
学
と
の
人
材
交
流
が
進

西尾章治郎（にしお しょうじろう）

大阪大学総長。1951年岐阜県生まれ。京都大学大学院工学研究

科博士後期課程修了。工学博士。京都大学工学部助手から大阪大

学基礎工学部助教授、同工学部教授、同サイバーメディアセンター

長、同大学院情報科学研究科長、理事・副学長を経て、2015年同大

学第18代総長に就任。その間、文部科学省科学技術・学術審議会

委員、内閣府総合科学技術会議専門委員など多くの委員を歴任。

世界屈指の研究型総合大学を目指して、大阪大学をけん引する。

野路國夫 (のじ くにお)

コマツ取締役会長。1946年福井県生まれ。大阪大学基礎工学部機械

工学科卒業後、小松製作所（コマツ）入社。技術本部生産管理部長、情

報システム本部長、常務取締役 生産本部長兼e-KOMATSU推進本部

長、取締役 専務執行役員 コマツウェイ推進室長などを経て、2007

年同社代表取締役社長兼CEOに就任。2013年より同社代表取締役

会長としてガバナンス力を発揮。現場主義を原点に、ICT（情報通信技

術）を進化させた新時代の生産技術革新と人材育成を推進する。

む
。
そ
う
い
う
形
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
、

と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

西
尾
：
大
阪
大
学
を
ご
卒
業
の
野
路
会
長
は
、

母
校
や
国
立
大
学
全
体
に
対
し
、
ど
の
よ
う

な
ご
提
案
、
ご
期
待
を
お
持
ち
で
す
か
。

野
路
：
や
は
り
若
い
人
た
ち
が
行
き
た
い
、

こ
こ
で
研
究
し
た
い
と
思
う
よ
う
な
大
学

に
な
っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
た
め
に
は
技
術
系

で
も
人
文
系
で
も
、
あ
あ
い
う
先
輩
に
な
り

た
い
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
研
究
者
を
た
く

さ
ん
作
ら
な
い
と
だ
め
だ
と
思
う
ん
で
す
。

　

そ
れ
と
ア
ジ
ア
で
す
。
や
は
り
ア
ジ
ア
が

こ
れ
か
ら
成
長
の
切
り
札
だ
し
、
う
ち
に

も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
ン
ド
ン
工
科
大
学

か
ら
大
阪
大
学
に
留
学
し
た
人
が
何
人
も

い
ま
す
。
中
国
か
ら
も
た
く
さ
ん
来
て
い

て
、
彼
ら
は
凄
く
優
秀
で
す
。
大
阪
大
学
に

来
る
留
学
生
は
、
日
本
が
大
好
き
な
ん
で
す

ね
。
こ
う
い
う
人
た
ち
を
採
用
し
た
い
。
コ

マ
ツ
も
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
か
、
生
産
管
理

と
か
、
色
ん
な
ポ
ス
ト
が
あ
る
わ
け
で
す

よ
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
来
た
人
が
大
阪
大

学
で
勉
強
し
た
後
、
う
ち
で
働
い
て
、
本
国

に
戻
っ
て
う
ち
の
幹
部
と
し
て
成
長
し
て

い
く
。
そ
う
い
う
循
環
の
輪
が
で
き
あ
が
る

と
い
い
で
す
よ
ね
。こ
の
前
バ
ン
ド
ン
工
科

大
学
に
行
っ
た
ら
、大
半
の
教
授
が
日
本
の

大
学
の
卒
業
な
ん
で
す
よ
。日
本
の
大
学
は

基
礎
研
究
で
、と
て
も
評
価
さ
れ
て
い
る
ん

で
す
。
と
こ
ろ
が
日
本
の
企
業
と
の
繋
が
り

が
少
な
い
。こ
れ
は
も
っ
た
い
な
い
話
で
す
よ
。

先
く
ら
い
ま
で
し
か
集
中
し
て
見
て
な
い

で
す
か
ら
。
10
年
先
を
見
て
い
る
の
は
、
や

は
り
若
い
人
た
ち
で
す
よ
。
彼
ら
が
新
し
い

基
礎
研
究
を
や
っ
て
、
そ
れ
が
世
界
を
引
っ

張
る
。
そ
う
な
る
と
、
も
う
少
し
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
日
本
で
も
興
る
は
ず
で
す
。
残
念

な
が
ら
今
は
凄
く
少
な
い
。
後
追
い
的
な
と

こ
ろ
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

西
尾
：
野
路
会
長
の
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、

我
々
も
今
後H

ow
 to do

、
つ
ま
り
、
ど

う
や
っ
て
で
は
な
く
、
何
を
や
れ
ば
よ
い
か

を
企
業
と
一
緒
に
な
っ
て
考
え
て
い
く
プ

ロ
セ
ス
と
、
そ
れ
に
応
え
う
る
専
門
的
知
識

と
俯
瞰
力
を
持
っ
た
博
士
人
材
を
今
後
ど

れ
だ
け
輩
出
し
て
い
く
か
が
、
非
常
に
大
事

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
国
立
大
学

の
役
目
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
重
要
性
が
今

日
、
よ
り
明
確
に
認
識
で
き
ま
し
た
。

野
路
：W

hat to do

、
何
を
す
べ
き
か
と

い
う
こ
と
が
大
事
で
す
か
ら
ね
。
10
年
先
の

技
術
は
こ
う
な
ん
だ
と
。
例
え
ば
次
世
代

A
I
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
と
も
か
く
ど
こ

に
焦
点
を
当
て
る
か
を
決
め
て
、
実
践
し
て

い
た
だ
く
と
面
白
い
な
と
思
う
ん
で
す
。

西
尾
：
そ
の
意
味
で
大
阪
大
学
に
は
「
実
学
」

を
重
ん
じ
る
伝
統
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の

上
に
立
っ
て
新
し
い
価
値
を
創
造
す
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
今
日
は
お
忙
し

い
中
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

修
士
か
ら
企
業
と
の
産
学
連
携
を
。

実
践
に
基
づ
く
研
究
が

人
材
を
育
て
る

若
者
が
憧
れ
る
研
究
者
の
輩
出
と

ア
ジ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
。

大
学
は
10
年
先
を
見
る
べ
き

情
報
化
時
代
は
ス
ピ
ー
ド
が
命
。

シ
ー
ズ
の
段
階
か
ら
大
学
と
企
業
が

組
ま
な
い
と
競
争
に
は
勝
て
な
い

注
１
／
コ
マ
ツ
み
ら
い
建
機
協
働
研
究
所
：
未
来
の
建
築
・
鉱
山
機
械

の
開
発
に
向
け
、「
大
阪
大
学
・
コ
マ
ツ
共
同
研
究
講
座
」
を
発
展
さ
せ

る
形
で
、
大
阪
大
学
テ
ク
ノ
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
棟
に
設
置
。

注
２
／
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
5.0
：
情
報
技
術
な
ど
複
数
の
技
術
を
組
み
合
わ

せ
、
新
た
な
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
す
研
究
。
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西
尾
：
や
は
り
ア
ジ
ア
、
大
学
、
民
間
企
業

の
産
学
連
携
活
動
を
介
し
た
良
い
循
環
を

作
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

野
路
：
日
本
の
大
学
は
海
外
の
優
秀
な
先
生

を
大
勢
育
て
て
い
る
ん
だ
か
ら
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
張
り
、
留
学
生
を
増
や
す
た
め

に
“
も
っ
と
お
金
を
出
せ
”
と
民
間
企
業
に

言
え
ば
い
い
ん
で
す
。
企
業
も
も
う
少
し
良

い
形
で
大
学
と
連
携
し
て
い
け
れ
ば
良
い

と
思
い
ま
す
。
大
半
の
学
生
が
政
府
の
奨
学

金
で
来
て
い
る
か
ら
、
国
に
戻
っ
て
先
生
か

公
務
員
に
な
る
。
そ
れ
で
は
も
っ
た
い
な

い
。
こ
れ
か
ら
は
ア
ジ
ア
の
国
々
と
も
う
少

し
上
手
く
や
ら
な
い
と
だ
め
で
す
。

　

さ
ら
に
も
う
ひ
と
つ
、世
の
中
、10
年
先
は

ど
う
な
る
ん
だ
と
。
ど
の
研
究
技
術
が
10
年

先
の
大
阪
大
学
を
引
っ
張
っ
て
い
く
の
か

と
、
そ
こ
を
追
究
し
な
い
と
。
日
本
で
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
興
ら
な
い
の

は
、
10
年
先
の
先
端
技
術
を

開
発
で
き
て
な
い
か
ら
だ
と

思
う
ん
で
す
。
や
は
り
そ
れ

を
見
越
さ
な
い
と
い
け
な
い
。

西
尾
：
産
業
構
造
が
大
き
く

変
わ
る
中
で
、
先
を
見
越
す

に
し
て
も
、
企
業
だ
け
で
は

な
か
な
か
進
ま
な
い
。
だ
か

ら
大
学
と
一
緒
に
な
っ
て
、

ど
う
い
う
方
向
に
舵
を
切
る

か
を
今
後
考
え
る
こ
と
が
重

要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

野
路
：
企
業
は
ほ
と
ん
ど
分

か
っ
て
な
い
。
企
業
は
３
年

を
進
め
、
良
い
成
果
が
出
た
と
し
て
も
、
そ

れ
が
そ
の
企
業
の
占
有
の
も
の
に
な
っ
て

し
ま
う
の
で
は
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
が
あ
る

の
で
す
が
、
そ
の
点
は
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
。

野
路
：
や
は
り
国
立
大
学
で
す
か
ら
、
あ
る

特
定
の
企
業
に
だ
け
貢
献
す
る
よ
う
な
や

り
方
は
良
く
な
い
と
思
う
ん
で
す
よ
。
基
本

的
に
は
新
し
い
シ
ー
ズ
が
出
た
ら
そ
れ
が

ど
う
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
る
か
と
い
う
こ

と
を
よ
く
見
て
、
こ
れ
は
も
う
し
っ
か
り
し

て
い
る
か
ら
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と
し
て
自

信
を
持
っ
て
や
る
、
逆
に
こ
れ
は
ま
だ
ひ
弱

だ
か
ら
、
こ
の
段
階
で
オ
ー
プ
ン
に
し
て
興

味
の
あ
る
企
業
に
渡
し
て
い
く
、
と
。
そ
う

い
う
こ
と
で
私
は
い
い
と
思
い
ま
す
。

西
尾
：
上
手
く
使
い
分
け
る
こ
と
が
肝
要
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

の
２
つ
を
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
、そ
こ
に
携
わ

る
人
た
ち
の
人
件
費
が
浮
い
て
、全
部
基
礎

研
究
に
回
せ
る
わ
け
で
す
よ
。そ
う
い
う
イ

メ
ー
ジ
で
私
は
や
る
べ
き
だ
と
思
う
ん
で
す
。

西
尾
：
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
は
じ
め
、
大

学
が
持
つ
研
究
シ
ー
ズ
の
社
会
還
元
に
関

し
て
、
ご
提
案
い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
か
。

野
路
：
大
阪
大
学
は
バ
イ
オ
系
や
医
学
系
が

強
い
と
思
い
ま
す
が
、
今
の
ス
ピ
ー
ド
競
争

時
代
、
企
業
か
ら
す
る
と
、
研
究
段
階
か
ら

加
わ
り
た
い
と
い
う
の
が
実
情
な
ん
で
す
。

日
本
は
の
ん
び
り
し
て
い
る
と
い
う
か
、
ス

ピ
ー
ド
が
出
な
い
。
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
で

“
こ
ん
な
い
い
も
の
が
で
き
た
の
で
、
企
業

さ
ん
興
味
あ
り
ま
せ
ん
か
”
と
言
っ
て
い
る

時
代
で
は
な
い
ん
で
す
よ
。“
こ
の
研
究
で

こ
ん
な
技
術
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
か
ら
、
誰

か
興
味
あ
り
ま
せ
ん
か
”
と
い
う
、
そ
の
段

階
で
僕
ら
は
入
り
込
も
う
と
し
て
い
る
わ

け
で
す
。
う
ち
は
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で
、
ベ

ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
取
引
し
て
い
ま

す
が
、
彼
ら
の
持
つ
情
報
と
ノ
ウ
ハ
ウ
に
期

待
し
て
い
る
ん
で
す
。
新
し
い
研
究
技
術
の

情
報
の
多
く
は
、
研
究
室
の
中
か
ら
出
て
き

ま
す
。
そ
う
い
う
段
階
か
ら
一
緒
に
や
ら
な

い
と
今
の
競
争
に
は
勝
て
な
い
ん
で
す
よ
。

西
尾
：
そ
の
流
れ
で
言
う
と
、
大
学
に
も
課

題
が
あ
り
ま
す
。
優
れ
た
シ
ー
ズ
を
持
っ
た

研
究
室
が
最
初
か
ら
企
業
と
組
ん
で
開
発

西
尾
：
研
究
者
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
大
学

は
ど
の
よ
う
に
若
手
研
究
者
を
育
て
て
い

け
ば
よ
い
か
伺
い
ま
す
。

野
路
：
コ
マ
ツ
に
入
社
す
る
技
術
系
学
生
の

8
割
以
上
は
修
士
で
す
。
学
生
さ
ん
に
期
待

す
る
の
は
、
学
部
の
時
は
教
授
の
研
究
の
手

伝
い
を
す
る
形
で
卒
業
論
文
を
書
い
て
学

士
を
取
る
こ
と
。
次
に
修
士
の
時
は
、
ぜ
ひ

企
業
と
の
産
学
連
携
を
や
り
、
企
業
の
課
題

を
解
決
し
て
ほ
し
い
。
１
つ
の
課
題
を
解
決

す
る
の
に
は
色
々
な
や
り
方
が
あ
り
、
そ
こ

で
力
が
付
く
ん
で
す
ね
。
企
業
が
何
を
悩
ん

で
い
る
の
か
な
ど
、
実
践
で
分
か
る
わ
け
で

す
。
さ
ら
に
博
士
、
ポ
ス
ド
ク
は
テ
ー
マ
を

決
め
、
５
年
く
ら
い
の
長
期
間
で
共
同
研
究

を
や
れ
ば
い
い
。
そ
う
す
る
と
そ
の
段
階
で

コ
マ
ツ
に
来
て
く
れ
る
人
も
い
れ
ば
、
他
の

企
業
に
行
く
人
も
い
る
と
思
う
ん
で
す
よ
。

西
尾
：
企
業
と
の
共
同
研
究
の
中
に
学
生
を

正
当
に
位
置
づ
け
る
こ
と
で
、
学
生
は
生
活

費
の
確
保
が
可
能
と
な
り
、
一
方
で
日
常
的

に
共
同
研
究
に
関
わ
る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
養
わ
れ
て
い
き
ま
す
。

野
路
：
連
携
を
進
め
る
こ
と
で
社
会
の
こ
と

も
分
か
る
し
、
そ
の
上
で
自
分
は
大
学
の
研

究
室
に
残
る
よ
り
も
企
業
に
行
っ
た
方
が

い
い
と
か
、
も
う
少
し
基
礎
研
究
を
や
り
た

い
と
か
。
色
ん
な
選
択
の
道
が
広
が
っ
て
い

き
、
民
間
企
業
と
大
学
と
の
人
材
交
流
が
進

西尾章治郎（にしお しょうじろう）

大阪大学総長。1951年岐阜県生まれ。京都大学大学院工学研究

科博士後期課程修了。工学博士。京都大学工学部助手から大阪大

学基礎工学部助教授、同工学部教授、同サイバーメディアセンター

長、同大学院情報科学研究科長、理事・副学長を経て、2015年同大

学第18代総長に就任。その間、文部科学省科学技術・学術審議会

委員、内閣府総合科学技術会議専門委員など多くの委員を歴任。

世界屈指の研究型総合大学を目指して、大阪大学をけん引する。

野路國夫 (のじ くにお)

コマツ取締役会長。1946年福井県生まれ。大阪大学基礎工学部機械

工学科卒業後、小松製作所（コマツ）入社。技術本部生産管理部長、情

報システム本部長、常務取締役 生産本部長兼e-KOMATSU推進本部

長、取締役 専務執行役員 コマツウェイ推進室長などを経て、2007

年同社代表取締役社長兼CEOに就任。2013年より同社代表取締役

会長としてガバナンス力を発揮。現場主義を原点に、ICT（情報通信技

術）を進化させた新時代の生産技術革新と人材育成を推進する。

む
。
そ
う
い
う
形
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
、

と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

西
尾
：
大
阪
大
学
を
ご
卒
業
の
野
路
会
長
は
、

母
校
や
国
立
大
学
全
体
に
対
し
、
ど
の
よ
う

な
ご
提
案
、
ご
期
待
を
お
持
ち
で
す
か
。

野
路
：
や
は
り
若
い
人
た
ち
が
行
き
た
い
、

こ
こ
で
研
究
し
た
い
と
思
う
よ
う
な
大
学

に
な
っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
た
め
に
は
技
術
系

で
も
人
文
系
で
も
、
あ
あ
い
う
先
輩
に
な
り

た
い
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
研
究
者
を
た
く

さ
ん
作
ら
な
い
と
だ
め
だ
と
思
う
ん
で
す
。

　

そ
れ
と
ア
ジ
ア
で
す
。
や
は
り
ア
ジ
ア
が

こ
れ
か
ら
成
長
の
切
り
札
だ
し
、
う
ち
に

も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
ン
ド
ン
工
科
大
学

か
ら
大
阪
大
学
に
留
学
し
た
人
が
何
人
も

い
ま
す
。
中
国
か
ら
も
た
く
さ
ん
来
て
い

て
、
彼
ら
は
凄
く
優
秀
で
す
。
大
阪
大
学
に

来
る
留
学
生
は
、
日
本
が
大
好
き
な
ん
で
す

ね
。
こ
う
い
う
人
た
ち
を
採
用
し
た
い
。
コ

マ
ツ
も
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
か
、
生
産
管
理

と
か
、
色
ん
な
ポ
ス
ト
が
あ
る
わ
け
で
す

よ
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
来
た
人
が
大
阪
大

学
で
勉
強
し
た
後
、
う
ち
で
働
い
て
、
本
国

に
戻
っ
て
う
ち
の
幹
部
と
し
て
成
長
し
て

い
く
。
そ
う
い
う
循
環
の
輪
が
で
き
あ
が
る

と
い
い
で
す
よ
ね
。こ
の
前
バ
ン
ド
ン
工
科

大
学
に
行
っ
た
ら
、大
半
の
教
授
が
日
本
の

大
学
の
卒
業
な
ん
で
す
よ
。日
本
の
大
学
は

基
礎
研
究
で
、と
て
も
評
価
さ
れ
て
い
る
ん

で
す
。
と
こ
ろ
が
日
本
の
企
業
と
の
繋
が
り

が
少
な
い
。こ
れ
は
も
っ
た
い
な
い
話
で
す
よ
。

先
く
ら
い
ま
で
し
か
集
中
し
て
見
て
な
い

で
す
か
ら
。
10
年
先
を
見
て
い
る
の
は
、
や

は
り
若
い
人
た
ち
で
す
よ
。
彼
ら
が
新
し
い

基
礎
研
究
を
や
っ
て
、
そ
れ
が
世
界
を
引
っ

張
る
。
そ
う
な
る
と
、
も
う
少
し
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
日
本
で
も
興
る
は
ず
で
す
。
残
念

な
が
ら
今
は
凄
く
少
な
い
。
後
追
い
的
な
と

こ
ろ
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

西
尾
：
野
路
会
長
の
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、

我
々
も
今
後H

ow
 to do

、
つ
ま
り
、
ど

う
や
っ
て
で
は
な
く
、
何
を
や
れ
ば
よ
い
か

を
企
業
と
一
緒
に
な
っ
て
考
え
て
い
く
プ

ロ
セ
ス
と
、
そ
れ
に
応
え
う
る
専
門
的
知
識

と
俯
瞰
力
を
持
っ
た
博
士
人
材
を
今
後
ど

れ
だ
け
輩
出
し
て
い
く
か
が
、
非
常
に
大
事

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
国
立
大
学

の
役
目
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
重
要
性
が
今

日
、
よ
り
明
確
に
認
識
で
き
ま
し
た
。

野
路
：W

hat to do

、
何
を
す
べ
き
か
と

い
う
こ
と
が
大
事
で
す
か
ら
ね
。
10
年
先
の

技
術
は
こ
う
な
ん
だ
と
。
例
え
ば
次
世
代

A
I
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
と
も
か
く
ど
こ

に
焦
点
を
当
て
る
か
を
決
め
て
、
実
践
し
て

い
た
だ
く
と
面
白
い
な
と
思
う
ん
で
す
。

西
尾
：
そ
の
意
味
で
大
阪
大
学
に
は
「
実
学
」

を
重
ん
じ
る
伝
統
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の

上
に
立
っ
て
新
し
い
価
値
を
創
造
す
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
今
日
は
お
忙
し

い
中
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

修
士
か
ら
企
業
と
の
産
学
連
携
を
。

実
践
に
基
づ
く
研
究
が

人
材
を
育
て
る

若
者
が
憧
れ
る
研
究
者
の
輩
出
と

ア
ジ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
。

大
学
は
10
年
先
を
見
る
べ
き

情
報
化
時
代
は
ス
ピ
ー
ド
が
命
。

シ
ー
ズ
の
段
階
か
ら
大
学
と
企
業
が

組
ま
な
い
と
競
争
に
は
勝
て
な
い

注
１
／
コ
マ
ツ
み
ら
い
建
機
協
働
研
究
所
：
未
来
の
建
築
・
鉱
山
機
械

の
開
発
に
向
け
、「
大
阪
大
学
・
コ
マ
ツ
共
同
研
究
講
座
」
を
発
展
さ
せ

る
形
で
、
大
阪
大
学
テ
ク
ノ
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
棟
に
設
置
。

注
２
／
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
5.0
：
情
報
技
術
な
ど
複
数
の
技
術
を
組
み
合
わ

せ
、
新
た
な
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
す
研
究
。

910



東
京
オ
フ
ィ
ス
が
あ
る
新
丸
の
内
ビ
ル
。

　宮城教育大学では、「復興教育学創設プロ

ジェクト」の活動の一貫で、避難後の被災者

支援訓練として2015年11月、同大学中庭

の災害避難広場「ほっと広場」で「炊き出し研

修」を実施。120人を超える教職員、学生が

参加した。

　ベーキングパウダーを使った無発酵パン

は、マヨネーズやチーズをベースにソーセー

ジやツナをトッピングしたピザ風のパン。生

地作りから始めて無水鍋を使い、約20分で

焼き上がった。バーベキューコンロのステン

レストレイに載せたピザは、蓋をして加熱し

約５分で完成した。焼き上がりを待つ間、ポ

リ袋ご飯とお汁粉の試食もあり、いずれのメ

ニューも好評だった。

「
復
興
教
育
学
創
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
よ
る

被
災
者
支
援
訓
練

　浜松医科大学では、「第3回 親子で学ぶ医学セ

ミナー」を開催した。同大学の学生でつくる「医

学シミュレーション研究会（HMST）」による企画。

高機能型人体シミュレーター、腹腔鏡手術シミュ

レーター、内視鏡シミュレーターなどを実際に

使用しながら、親子で「医師体験」ができる。静

岡県内の小学5、6年生の児童と保護者15組が、

外科、救急科、麻酔科、循環器科及び内科ブー

スに分かれて、気道確保や呼吸音聴診、エコー

での心臓検査などを体験した。全ての診療科を

制覇すると、「こども医師免許」が与えられた。

　この体験を通じて、医療技術を社会に発信す

るとともに、子どもたちの職業観を養い、これ

からの進路選択に活かしてもらうことを期待し

ている。

ス
ポ
ー
ツ
研
究
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点

「
ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究
棟
」

実
践
的
課
題
解
決
能
力
を
養
う

国
際
地
域
学
科「
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　全国唯一の国立体育大学、鹿屋体育大学に

2015年、最先端研究設備を備えた「スポーツパ

フォーマンス研究棟（SPLab）」が完成。世界最長

50メートルのフォースプレート走路、３次元モー

ションキャプチャー、ハイスピードカメラ、無線位

置計測システム、球質測定システムなどの機器が

常設され、様々なスポーツ選手のパフォーマンス

やチーム戦術の分析・評価が可能になった。

　測定は陸上競技、野球、サッカー、テニス、フッ

トサルのほか、様々なスポーツに応用することが

可能。すでに研究協力校である鹿屋市立花岡学園

の児童・生徒や、鹿屋市との連携による「スポーツ

合宿まちづくり推進事業」の参加トップアスリート

の測定など、幅広く活用されており、今後の体育・

スポーツ界に不可欠なスポーツパフォーマンス領

域の確立に、大きく貢献していくことが期待される。

北
海
道
教
育
大
学

京
都
大
学

　北海道教育大学函館校では、国際的な視

野と教育マインドを持って地域振興を担う人

材を養成することを目的に2014年、「国際

地域学科」を設置。必修科目として「地域プロ

ジェクト」を設けている。学生ならではの視点

で地域課題の解決に取り組むPBL：Problem 

（Project）Based Learning科目で、原則

１年間履修する。

　昨年度は、35のプロジェクトの参加があり、

今年度は50を越える予定だ。成果発表会に

は、プロジェクトに協力した地域の人々も参

加する。同大学は、学生のさらなる課題解決

力の育成とともに、プロジェクトの成果を地

域の関係機関へ積極的に還元していくことを

目指す。

　東京農工大学では2016年、大学院組織として「グローバルイノ

ベーション研究院」を創設。「食料」「エネルギー」「ライフサイエンス」を

重点分野に、先進的な研究成果を持続的に創出する先端研究拠点と

して研究力強化を図り、若手研究者や国際的に活躍する人材の育成

を目指す。同研究院は、各分野に世界の第一線で活躍する著名研究

者を雇用・招へい。学内の優れた教員と戦略的研究チームを結成する

ことで、世界的に注目される先端研究をテーマに国際共同研究を実

施し、国際共著論文などを通じて研究成果を世界に発信する狙いだ。

また、年俸制を導入し、キャリアチャレンジ教授、テニュアトラック

准教授、科学技術人材育成コンソーシアム特任教員を国際公募で採

用。若手研究者が活躍できる場を広げるとともに、研究力強化・グロー

バル化に向け、システム改革・機能強化を推進する役割も担う。

世界の著名研究者との
共同研究を推進する

「グローバルイノベーション研究院」

宮城教育大学

鹿屋体育大学

高知大学

長岡技術科学大学

浜松医科大学

　2009年、品川に東京オフィスを開設した京

都大学。以来、講演会・セミナー開催による最

新研究活動・成果の発信、入試説明会、就職支

援相談会などの学生支援活動や情報交換、産

学官共同研究に関する打合せや他研究機関・民

間企業とのミーティング、同窓会・懇親会など、

様々な活動を通して首都圏における同大学の

プレゼンス向上を進めてきた。

　2016年５月、「東京における新たな価値創造

の拠点」として、より一層の機能強化と首都圏

での情報収集や戦略的情報発信を進めるため、

東京の玄関口「丸の内」へオフィスを移転。充実

した交通インフラや中央官庁、代表的企業が

集積する地の利を活かし、教育・研究・産学官

連携・社会貢献などの諸分野に広く活用してい

くことで、首都圏でのさらなるプレゼンス向上

を目指す。

国
内
唯
一
の
地
球
掘
削
科
学
研
究
機
関

「
海
洋
コ
ア
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
」

東
京
の
ド
真
ん
中
で
、
さ
ら
な
る
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
向
上
を
目
指
す
！

「
京
都
大
学 

東
京
オ
フ
ィ
ス
」丸
の
内
へ
移
転

　高知大学では2000年、地球環境変動要因の解明

や海洋底資源の基礎研究を行うことを目的に、「海洋コ

ア総合研究センター」を設立。海洋コアとは、海洋観測

船や深海掘削船により採取・掘削された海底地層の柱

状試料のことで、同センターは、海洋コアの冷蔵・冷凍

保管、基礎解析、応用研究を一貫して行える国内唯一

の研究機関だ。2009年「地球掘削科学共同利用・共同

研究拠点」に認定され、さらに2016年、第2期（2016

〜 2021年度）の拠点認定を受けて、最新鋭の設備・機

能を活かし、地球掘削科学や関連分野の拠点化を推進

している。2014年には20万本のコアを保管できる新

保管庫棟が完成し、世界３大コア試料保管拠点（日本・

米国・ドイツ）としての機能強化を図った。同センターで

は、毎年11月にキャンパスを一般公開し、先端設備の

見学、趣向を凝らした体験イベントや特別展示の実施

など、普及啓発活動にも力を入れている。

　長岡技術科学大学では2015年度、５年一貫制博士課

程「技術科学イノベーション専攻」を新設。海外拠点大学

と連携し、グローバル産学官ネットワークを土台とした技

学（技術を対象とした科学）により、世界で活躍でき、イ

ノベーションを興せる能力を備えた人材の育成を開始し

た。技学に基づくプレミアム教育が特徴で、修士課程と

博士後期課程の区分をなくしたため、博士号の早期取得

（３年間）も可能だ。

　授業は全て英語。１学年15名の少人数制で、電気、物

質、建設、環境、生物など多彩な研究分野の教授陣によ

る異分野融合教育を行う。海外長期留学も可能なカリキュ

ラムであるため、ダブルディグリー（複数学位）制度を活

用し、同大学と海外の大学で博士号を同時に取得できる

など、世界に通用する力を備え、グローバルに活躍でき

る優れたリーダーの育成を目指す。

「
５
年
制
技
術
科
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
専
攻
」を
設
置
し
、

世
界
で
活
躍
す
る
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
目
指
す

高機能型人体シミュレーターを使った医師体験をする小学生。

最先端研究設備を備えたSPLabの内観。

成果発表会での口頭発表の様子。

講義、発表、指導、ディスカッションは全て英語で行われる。

国際的な研究チームで
グローバルな課題に挑む。

海
洋
コ
ア
や
海
底
鉱
物
資
源
の

サ
ン
プ
ル
の
説
明
を
受
け
る
参
加
者
。

東京農工大学

時
間
短
縮
、
無
発
酵
パ
ン
調
理
の
様
子
。
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医
学
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
使
っ
た
医
師
体
験
。

「
親
子
で
学
ぶ
医
学
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催



東
京
オ
フ
ィ
ス
が
あ
る
新
丸
の
内
ビ
ル
。

　宮城教育大学では、「復興教育学創設プロ

ジェクト」の活動の一貫で、避難後の被災者

支援訓練として2015年11月、同大学中庭

の災害避難広場「ほっと広場」で「炊き出し研

修」を実施。120人を超える教職員、学生が

参加した。

　ベーキングパウダーを使った無発酵パン

は、マヨネーズやチーズをベースにソーセー

ジやツナをトッピングしたピザ風のパン。生

地作りから始めて無水鍋を使い、約20分で

焼き上がった。バーベキューコンロのステン

レストレイに載せたピザは、蓋をして加熱し

約５分で完成した。焼き上がりを待つ間、ポ

リ袋ご飯とお汁粉の試食もあり、いずれのメ

ニューも好評だった。

「
復
興
教
育
学
創
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
よ
る

被
災
者
支
援
訓
練

　浜松医科大学では、「第3回 親子で学ぶ医学セ

ミナー」を開催した。同大学の学生でつくる「医

学シミュレーション研究会（HMST）」による企画。

高機能型人体シミュレーター、腹腔鏡手術シミュ

レーター、内視鏡シミュレーターなどを実際に

使用しながら、親子で「医師体験」ができる。静

岡県内の小学5、6年生の児童と保護者15組が、

外科、救急科、麻酔科、循環器科及び内科ブー

スに分かれて、気道確保や呼吸音聴診、エコー

での心臓検査などを体験した。全ての診療科を

制覇すると、「こども医師免許」が与えられた。

　この体験を通じて、医療技術を社会に発信す

るとともに、子どもたちの職業観を養い、これ

からの進路選択に活かしてもらうことを期待し

ている。

ス
ポ
ー
ツ
研
究
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点

「
ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究
棟
」

実
践
的
課
題
解
決
能
力
を
養
う

国
際
地
域
学
科「
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　全国唯一の国立体育大学、鹿屋体育大学に

2015年、最先端研究設備を備えた「スポーツパ

フォーマンス研究棟（SPLab）」が完成。世界最長

50メートルのフォースプレート走路、３次元モー

ションキャプチャー、ハイスピードカメラ、無線位

置計測システム、球質測定システムなどの機器が

常設され、様々なスポーツ選手のパフォーマンス

やチーム戦術の分析・評価が可能になった。

　測定は陸上競技、野球、サッカー、テニス、フッ

トサルのほか、様々なスポーツに応用することが

可能。すでに研究協力校である鹿屋市立花岡学園

の児童・生徒や、鹿屋市との連携による「スポーツ

合宿まちづくり推進事業」の参加トップアスリート

の測定など、幅広く活用されており、今後の体育・

スポーツ界に不可欠なスポーツパフォーマンス領

域の確立に、大きく貢献していくことが期待される。

北
海
道
教
育
大
学

京
都
大
学

　北海道教育大学函館校では、国際的な視

野と教育マインドを持って地域振興を担う人

材を養成することを目的に2014年、「国際

地域学科」を設置。必修科目として「地域プロ

ジェクト」を設けている。学生ならではの視点

で地域課題の解決に取り組むPBL：Problem 

（Project）Based Learning科目で、原則

１年間履修する。

　昨年度は、35のプロジェクトの参加があり、

今年度は50を越える予定だ。成果発表会に

は、プロジェクトに協力した地域の人々も参

加する。同大学は、学生のさらなる課題解決

力の育成とともに、プロジェクトの成果を地

域の関係機関へ積極的に還元していくことを

目指す。

　東京農工大学では2016年、大学院組織として「グローバルイノ

ベーション研究院」を創設。「食料」「エネルギー」「ライフサイエンス」を

重点分野に、先進的な研究成果を持続的に創出する先端研究拠点と

して研究力強化を図り、若手研究者や国際的に活躍する人材の育成

を目指す。同研究院は、各分野に世界の第一線で活躍する著名研究

者を雇用・招へい。学内の優れた教員と戦略的研究チームを結成する

ことで、世界的に注目される先端研究をテーマに国際共同研究を実

施し、国際共著論文などを通じて研究成果を世界に発信する狙いだ。

また、年俸制を導入し、キャリアチャレンジ教授、テニュアトラック

准教授、科学技術人材育成コンソーシアム特任教員を国際公募で採

用。若手研究者が活躍できる場を広げるとともに、研究力強化・グロー

バル化に向け、システム改革・機能強化を推進する役割も担う。

世界の著名研究者との
共同研究を推進する

「グローバルイノベーション研究院」

宮城教育大学

鹿屋体育大学

高知大学

長岡技術科学大学

浜松医科大学

　2009年、品川に東京オフィスを開設した京

都大学。以来、講演会・セミナー開催による最

新研究活動・成果の発信、入試説明会、就職支

援相談会などの学生支援活動や情報交換、産

学官共同研究に関する打合せや他研究機関・民

間企業とのミーティング、同窓会・懇親会など、

様々な活動を通して首都圏における同大学の

プレゼンス向上を進めてきた。

　2016年５月、「東京における新たな価値創造

の拠点」として、より一層の機能強化と首都圏

での情報収集や戦略的情報発信を進めるため、

東京の玄関口「丸の内」へオフィスを移転。充実

した交通インフラや中央官庁、代表的企業が

集積する地の利を活かし、教育・研究・産学官

連携・社会貢献などの諸分野に広く活用してい

くことで、首都圏でのさらなるプレゼンス向上

を目指す。
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京
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　高知大学では2000年、地球環境変動要因の解明

や海洋底資源の基礎研究を行うことを目的に、「海洋コ

ア総合研究センター」を設立。海洋コアとは、海洋観測

船や深海掘削船により採取・掘削された海底地層の柱

状試料のことで、同センターは、海洋コアの冷蔵・冷凍

保管、基礎解析、応用研究を一貫して行える国内唯一

の研究機関だ。2009年「地球掘削科学共同利用・共同

研究拠点」に認定され、さらに2016年、第2期（2016

〜 2021年度）の拠点認定を受けて、最新鋭の設備・機

能を活かし、地球掘削科学や関連分野の拠点化を推進

している。2014年には20万本のコアを保管できる新

保管庫棟が完成し、世界３大コア試料保管拠点（日本・

米国・ドイツ）としての機能強化を図った。同センターで

は、毎年11月にキャンパスを一般公開し、先端設備の

見学、趣向を凝らした体験イベントや特別展示の実施

など、普及啓発活動にも力を入れている。

　長岡技術科学大学では2015年度、５年一貫制博士課

程「技術科学イノベーション専攻」を新設。海外拠点大学

と連携し、グローバル産学官ネットワークを土台とした技

学（技術を対象とした科学）により、世界で活躍でき、イ

ノベーションを興せる能力を備えた人材の育成を開始し

た。技学に基づくプレミアム教育が特徴で、修士課程と

博士後期課程の区分をなくしたため、博士号の早期取得

（３年間）も可能だ。

　授業は全て英語。１学年15名の少人数制で、電気、物

質、建設、環境、生物など多彩な研究分野の教授陣によ

る異分野融合教育を行う。海外長期留学も可能なカリキュ

ラムであるため、ダブルディグリー（複数学位）制度を活

用し、同大学と海外の大学で博士号を同時に取得できる

など、世界に通用する力を備え、グローバルに活躍でき

る優れたリーダーの育成を目指す。

「
５
年
制
技
術
科
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
専
攻
」を
設
置
し
、

世
界
で
活
躍
す
る
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
目
指
す

高機能型人体シミュレーターを使った医師体験をする小学生。

最先端研究設備を備えたSPLabの内観。

成果発表会での口頭発表の様子。

講義、発表、指導、ディスカッションは全て英語で行われる。

国際的な研究チームで
グローバルな課題に挑む。

海
洋
コ
ア
や
海
底
鉱
物
資
源
の

サ
ン
プ
ル
の
説
明
を
受
け
る
参
加
者
。

東京農工大学

時
間
短
縮
、
無
発
酵
パ
ン
調
理
の
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名
古
屋
工
業
大
学
の
学
生
約
10
人
か

ら
な
る
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
部
は
、
も
の
づ

く
り
の
実
践
と
し
て
1
人
乗
り
ソ
ー

ラ
ー
カ
ー
を
製
作
し
、
国
内
外
の
レ
ー

ス
に
出
場
。２
０
１
５
年
に
は
、
世
界

大
会「
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン 

ワ
ー
ル
ド
ソ
ー

ラ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
５
」に
初
挑

戦
し
た
。
こ
の
レ
ー
ス
は
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
砂
漠
地
帯
を
縦
断
し
、
ダ
ー

ウ
ィ
ン
か
ら
ア
デ
レ
ー
ド
ま
で
の
全
長

３
０
２
２
㎞
の
道
を
6
日
間
ほ
ど
で
走

り
切
る
世
界
最
高
峰
の
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー

レ
ー
ス
だ
。
使
用
で
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
太
陽
光
の
み
。例
年
、参
加
チ
ー
ム
の

半
数
が
リ
タ
イ
ア
す
る
過
酷
な
レ
ー
ス

に
、世
界
か
ら
43
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
。

　

今
回
の
出
場
の
き
っ
か
け
は
、

２
０
１
４
年
の
「
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
レ
ー

ス
鈴
鹿
」で
、
準
優
勝
を
果
た
し
た
こ

と
。
性
能
の
良
い
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を

載
せ
た
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー「H

orizon Z

」

で
表
彰
台
へ
上
り
、
好
調
な
勢
い
に

乗
っ
て
、
こ
の
過
酷
な
世
界
レ
ー
ス
に

挑
ん
だ
。

　

レ
ー
ス
初
日
、H

orizon Z

は
ス

タ
ー
ト
直
後
に
停
止
。
調
整
に
よ
り
30

分
程
の
遅
れ
で
走
り
出
し
た
。
そ
の
後

は
快
調
な
走
行
を
続
け
、
２
日
目
も
良

い
走
り
だ
っ
た
が
、
突
風
に
よ
り
上
部

が
吹
き
飛
ば
さ
れ
る
事
故
が
発
生
。
す

ぐ
に
応
急
修
理
を
施
し
、
何
と
か
走
行

を
再
開
し
た
も
の
の
、
車
体
に
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
て
し
ま
う
。３
日
目
、ダ
メ
ー

ジ
を
引
き
ず
り
な
が
ら
も
走
行
。
レ
ー

ス
４
日
目
、
遂
に
バ
ッ
テ
リ
ー
が
尽
き

て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
太
陽
光
で
充

電
し
たH

orizon Z

は
５
日
目
、
６
日

目
を
走
り
続
け
、
見
事
３
０
２
２
㎞
を

走
り
切
っ
た
。
順
位
は
16
位
。
初
出
場

に
し
て
は
良
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
結
果
を
出
す
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
多
く
の
関
係
者
の
支
援
と
こ

れ
ま
で
の
活
動
の
成
果
。
今
後
も
、
よ

り
良
い
成
績
を
残
せ
る
よ
う
活
動
を
続

け
て
い
く
と
、
意
欲
的
だ
。

　

一
橋
大
学
法
学
部
４
年
の
荒
川
龍
太

さ
ん
は
、
２
０
１
６
年
１
月
の
ボ
ー
ト

競
技
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
候
補
ク
ル
ー

選
出
レ
ー
ス
で
、
代
表
候
補
に
選
出
さ

れ
た
。
代
表
候
補
ク
ル
ー
９
名
の
う
ち
、

大
学
生
は
荒
川
さ
ん
を
含
め
２
名
の
み
。

「
選
考
レ
ー
ス
後
、
自
分
の
名
前
が
呼

ば
れ
て
安
心
し
た
と
同
時
に
、
こ
れ
か

ら
世
界
と
戦
う
の
だ
と
思
い
、
少
し
ワ

ク
ワ
ク
し
た
」と
当
時
の
心
境
を
振
り

返
る
。

　

荒
川
さ
ん
が
ボ
ー
ト
を
始
め
た
の
は

大
学
入
学
以
降
。
ボ
ー
ト
部
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
と
先
輩
た
ち
の
熱

い
勧
誘
に
心
を
動
か
さ
れ
、
入
部
を
決

め
た
。
初
体
験
の
ボ
ー
ト
だ
っ
た
が
、

水
上
を
飛
ぶ
よ
う
に
滑
る
ス
ピ
ー
ド
に

魅
了
さ
れ
、
の
め
り
込
ん
だ
。
ク
ル
ー

全
員
と
艇
の
動
き
、
そ
し
て
思
考
す
ら

シ
ン
ク
ロ
し
て
い
る
よ
う
な
感
覚
は
、

他
で
は
味
わ
え
な
い
と
い
う
。

　

一
橋
大
学
ボ
ー
ト
部
は
東
京
商
業
学

校
時
代
の
明
治
18
年
に
創
設
さ
れ
て

以
来
、
国
内
外
の
大
会
で
常
に
好
成
績

を
残
し
て
き
た
。
合
宿
所
、
艇
庫
な
ど

豊
富
な
施
設
や
設
備
を
持
ち
、
卒
業
生

か
ら
の
支
援
も
厚
い
。
恵
ま
れ
た
環
境

と
は
い
え
、
た
っ
た
３
年
の
キ
ャ
リ
ア

で
代
表
候
補
ク
ル
ー
に
選
ば
れ
る
ほ
ど

の
実
力
を
つ
け
た
原
動
力
は
、「
負
け
ず

嫌
い
で
、
一
番
に
な
り
た
い
。
同
期
は

も
ち
ろ
ん
、
先
輩
に
も
負
け
た
く
な
い

と
い
う
思
い
」だ
と
い
う
。
キ
ャ
ン
パ

ス
と
艇
庫
を
行
き
来
す
る
多
忙
な
毎
日

だ
が
、
同
じ
志
を
持
つ
仲
間
や
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
に
支
え
ら
れ
、
充
実
し
た
日
々

を
過
ご
し
て
い
る
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
出
場
権
を
得
る
た

め
に
、
５
月
末
に
ス
イ
ス
で
開
か
れ
た

世
界
最
終
予
選
に
挑
ん
だ
が
、
リ
オ
デ

ジ
ャ
ネ
イ
ロ
へ
の
切
符
を
勝
ち
取
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
世
界

を
相
手
に
戦
っ
た
貴
重
な
経
験
を
糧
に
、

さ
ら
な
る
挑
戦
を
続
け
る
と
い
う
。
今

後
の
飛
躍
を
期
待
し
た
い
。

　
「
室
蘭
工
業
大
学
エ
コ
ラ
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
チ
ー
ム
に
参
加
す
る
機
械

航
空
創
造
系
学
科
３
年
の
小
坂
井
翔
也

さ
ん
。
エ
コ
ラ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

は
、
原
動
機
付
自
転
車
の
50 

cc
エ
ン
ジ

ン
を
用
い
て
低
燃
費
を
追
求
し
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
車
体
を
作
成
し
、
そ
の
燃
費
を

競
い
合
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。
室
蘭
工

業
大
学
チ
ー
ム
は
「
君
は
ガ
ソ
リ
ン
１

リ
ッ
ト
ル
で
日
本
一
周
で
き
る
か
？
」

を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
毎
年
開
催
さ
れ

る「
本
田
宗
一
郎
杯H

onda

エ
コ
マ
イ

レ
ッ
ジ
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
５
第
35
回

全
国
大
会
」に
参
戦
。
市
販
の
二
輪
車

で
競
う
二
輪
車
部
門
で
全
国
第
２
位
を
、

全
て
自
作
の
車
両
で
競
う
Ｇ
Ⅲ
部
門
で

全
国
第
11
位
を
記
録
し
た
。

　

以
前
か
ら
も
の
づ
く
り
に
興
味
が

あ
っ
た
小
坂
井
さ
ん
は
大
学
で
エ
コ
ラ

ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
出
合
い
、
車
両
を

自
作
す
る
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
て
参
加
。

チ
ー
ム
は
室
蘭
工
業
大
学
も
の
づ
く
り

基
盤
セ
ン
タ
ー
の
支
援
を
受
け
、
設
計

か
ら
製
作
ま
で
も
の
づ
く
り
を
実
践
で

き
る
場
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。
小
坂

井
さ
ん
は
、
ど
う
す
れ
ば
燃
費
性
能
を

向
上
で
き
る
か
を
試
行
錯
誤
す
る
中
で
、

も
の
づ
く
り
の
難
し
さ
を
学
ぶ
一
方
、

実
際
に
自
分
の
考
え
た
も
の
を
作
り
出

し
、
車
両
の
一
部
と
し
て
走
り
出
す
姿

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
楽
し
さ
も
強
く

感
じ
て
い
る
。

　
「
エ
コ
ラ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動

で
行
わ
れ
て
い
る『
考
え
、作
り
、試
す
』

と
い
う
繰
り
返
し
は
、
社
会
に
出
て
か

ら
も
必
要
に
な
る
も
の
だ
と
思
う
の
で
、

難
し
く
悩
む
こ
と
も
あ
る
け
ど
、
こ
の

努
力
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。
今
後

も
、
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
感
じ
な

が
ら
燃
費
性
能
の
向
上
を
目
指
す
活
動

を
続
け
て
い
き
ま
す
」と
語
る
小
坂
井

さ
ん
。
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
、
も
の
づ

く
り
を
自
ら
の
手
で
実
践
す
る
こ
と
で
、

様
々
な
こ
と
を
体
験
し
、
学
び
な
が
ら

成
長
し
続
け
て
い
る
。

　

学
生
自
ら
が
小
型
レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー

を
構
想
・
設
計
・
製
作
し
て
タ
イ
ム
や

コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
デ
ザ
イ
ン

な
ど“
も
の
づ
く
り
”の
総
合
点
を
競
う

「
全
日
本
学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
大
会
」。

国
内
外
の
大
学
約
１
０
０
校
が
参
加

す
る
こ
の
大
会
で
、
東
北
大
学
フ
ォ
ー

ミ
ュ
ラ
チ
ー
ム
T
U
F
T
は
２
０
１
５

年
、E
V（
電
気
自
動
車
）
部
門
３
位
、

最
軽
量
化
賞
を
受
賞
し
た
。
T
U
F
T

の
初
参
戦
は
２
０
１
３
年
。
車
検
で
不

合
格
と
な
り
、マ
シ
ン
を
走
ら
せ
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。こ
の
悔
し
さ
を

ば
ね
に
新
た
な
マ
シ
ン
の
製
作
に
取
り

組
み
、２
０
１
５
年
に
は
車
検
を
通
過

し
、
今
回
の
受
賞
と
な
っ
た
。立
ち
上

げ
時
か
ら
参
加
し
て
い
る
テ
ク
ニ
カ

ル
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
阿
部
寛
生
さ
ん
は

「
最
初
は
知
識
不
足
で
課
題
が
ど
こ
に

あ
る
か
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
自

分
た
ち
の
車
が
走
る
姿
を
見
た
瞬
間
は

本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」と
語
る
。

　

E
V
部
門
で
大
会
に
参
加
し
て
い
る

T
U
F
T
だ
が
、
決
し
て
電
気
系
の
学

生
が
多
い
わ
け
で
は
な
い
。
も
の
づ
く

り
に
挑
み
た
い
学
生
が
挑
戦
と
失
敗
を

繰
り
返
し
な
が
ら
全
力
で
マ
シ
ン
に
向

き
合
っ
て
い
る
の
だ
。
製
作
だ
け
で
な

く
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
、
渉
外
活
動
、

予
算
管
理
ま
で
す
べ
て
を
学
生
主
体
で

行
う
。
授
業
で
は
学
ぶ
こ
と
の
で
き
な

い
ゼ
ロ
か
ら
の
も
の
づ
く
り
が
そ
こ
に

あ
る
。

　

現
在
T
U
F
T
は
総
数
28
名
。
チ
ー

ム
リ
ー
ダ
ー
の
澤
瀬
燈
さ
ん
は
「
１
年

と
い
う
短
い
期
間
で
マ
シ
ン
を
作
る
に

は
し
っ
か
り
と
し
た
計
画
が
必
要
で
す
。

メ
ン
バ
ー
ご
と
に
担
当
す
る
パ
ー
ツ
や

課
題
が
違
う
の
で
す
が
、
１
つ
問
題
が

起
こ
る
と
他
に
も
影
響
が
及
び
ま
す
。

す
べ
て
相
関
し
て
い
る
の
が
自
動
車
づ

く
り
の
特
徴
で
あ
り
、
難
し
さ
で
も
あ

り
ま
す
。
チ
ー
ム
の
力
を
最
大
限
に
発

揮
す
る
に
は
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
が
不
可

欠
。
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
あ
り
ま
す
が
頑

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
」と
語
る
。
現

在
、
世
界
８
カ
国
で
行
わ
れ
て
い
る
学

生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
大
会
。
最
終
目
標
は

も
の
づ
く
り
で
世
界
レ
ベ
ル
に
な
る
こ

と
。
ま
ず
は
日
本
大
会
優
勝
を
目
指
し
、

挑
戦
は
続
く
。

名古屋工業大学／
ソ―ラーカー部

持
ち
前
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
で
挑
む
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ボ
ー
ト
競
技
。

世
界
最
高
峰
の
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
レ
ー
ス
へ
の
挑
戦
‼

一橋大学／
荒川龍太 さん

構想、設計、製作。
ゼロから始める

レーシングカーづくり。
東北 大学／

フォーミュラチーム
TUFT

ガソリン1リットルで
日本一周を目指す！
室蘭工業大学／
エコランプロジェクト
小坂井翔也 さん

東北大学フォーミュラチームの参加メンバー。

上：第93回全日本選手権大会の
　 一橋大学ボート部（一番奥）。
左：レース直前の荒川さん。

大会に参加した室蘭工業大学エコランプロジェクトのメンバー。

ダーウィンを出発するソーラーカー「Horizon Z」。

今、学生は！
ここでは学業や課外活動に
真剣に取り組む学生、
グループの活動を紹介します。
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名
古
屋
工
業
大
学
の
学
生
約
10
人
か

ら
な
る
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
部
は
、
も
の
づ

く
り
の
実
践
と
し
て
1
人
乗
り
ソ
ー

ラ
ー
カ
ー
を
製
作
し
、
国
内
外
の
レ
ー

ス
に
出
場
。２
０
１
５
年
に
は
、
世
界

大
会「
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン 

ワ
ー
ル
ド
ソ
ー

ラ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
５
」に
初
挑

戦
し
た
。
こ
の
レ
ー
ス
は
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
砂
漠
地
帯
を
縦
断
し
、
ダ
ー

ウ
ィ
ン
か
ら
ア
デ
レ
ー
ド
ま
で
の
全
長

３
０
２
２
㎞
の
道
を
6
日
間
ほ
ど
で
走

り
切
る
世
界
最
高
峰
の
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー

レ
ー
ス
だ
。
使
用
で
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
太
陽
光
の
み
。例
年
、参
加
チ
ー
ム
の

半
数
が
リ
タ
イ
ア
す
る
過
酷
な
レ
ー
ス

に
、世
界
か
ら
43
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
。

　

今
回
の
出
場
の
き
っ
か
け
は
、

２
０
１
４
年
の
「
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
レ
ー

ス
鈴
鹿
」で
、
準
優
勝
を
果
た
し
た
こ

と
。
性
能
の
良
い
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を

載
せ
た
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー「H

orizon Z

」

で
表
彰
台
へ
上
り
、
好
調
な
勢
い
に

乗
っ
て
、
こ
の
過
酷
な
世
界
レ
ー
ス
に

挑
ん
だ
。

　

レ
ー
ス
初
日
、H

orizon Z

は
ス

タ
ー
ト
直
後
に
停
止
。
調
整
に
よ
り
30

分
程
の
遅
れ
で
走
り
出
し
た
。
そ
の
後

は
快
調
な
走
行
を
続
け
、
２
日
目
も
良

い
走
り
だ
っ
た
が
、
突
風
に
よ
り
上
部

が
吹
き
飛
ば
さ
れ
る
事
故
が
発
生
。
す

ぐ
に
応
急
修
理
を
施
し
、
何
と
か
走
行

を
再
開
し
た
も
の
の
、
車
体
に
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
て
し
ま
う
。３
日
目
、ダ
メ
ー

ジ
を
引
き
ず
り
な
が
ら
も
走
行
。
レ
ー

ス
４
日
目
、
遂
に
バ
ッ
テ
リ
ー
が
尽
き

て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
太
陽
光
で
充

電
し
たH

orizon Z

は
５
日
目
、
６
日

目
を
走
り
続
け
、
見
事
３
０
２
２
㎞
を

走
り
切
っ
た
。
順
位
は
16
位
。
初
出
場

に
し
て
は
良
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
結
果
を
出
す
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
多
く
の
関
係
者
の
支
援
と
こ

れ
ま
で
の
活
動
の
成
果
。
今
後
も
、
よ

り
良
い
成
績
を
残
せ
る
よ
う
活
動
を
続

け
て
い
く
と
、
意
欲
的
だ
。

　

一
橋
大
学
法
学
部
４
年
の
荒
川
龍
太

さ
ん
は
、
２
０
１
６
年
１
月
の
ボ
ー
ト

競
技
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
候
補
ク
ル
ー

選
出
レ
ー
ス
で
、
代
表
候
補
に
選
出
さ

れ
た
。
代
表
候
補
ク
ル
ー
９
名
の
う
ち
、

大
学
生
は
荒
川
さ
ん
を
含
め
２
名
の
み
。

「
選
考
レ
ー
ス
後
、
自
分
の
名
前
が
呼

ば
れ
て
安
心
し
た
と
同
時
に
、
こ
れ
か

ら
世
界
と
戦
う
の
だ
と
思
い
、
少
し
ワ

ク
ワ
ク
し
た
」と
当
時
の
心
境
を
振
り

返
る
。

　

荒
川
さ
ん
が
ボ
ー
ト
を
始
め
た
の
は

大
学
入
学
以
降
。
ボ
ー
ト
部
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
と
先
輩
た
ち
の
熱

い
勧
誘
に
心
を
動
か
さ
れ
、
入
部
を
決

め
た
。
初
体
験
の
ボ
ー
ト
だ
っ
た
が
、

水
上
を
飛
ぶ
よ
う
に
滑
る
ス
ピ
ー
ド
に

魅
了
さ
れ
、
の
め
り
込
ん
だ
。
ク
ル
ー

全
員
と
艇
の
動
き
、
そ
し
て
思
考
す
ら

シ
ン
ク
ロ
し
て
い
る
よ
う
な
感
覚
は
、

他
で
は
味
わ
え
な
い
と
い
う
。

　

一
橋
大
学
ボ
ー
ト
部
は
東
京
商
業
学

校
時
代
の
明
治
18
年
に
創
設
さ
れ
て

以
来
、
国
内
外
の
大
会
で
常
に
好
成
績

を
残
し
て
き
た
。
合
宿
所
、
艇
庫
な
ど

豊
富
な
施
設
や
設
備
を
持
ち
、
卒
業
生

か
ら
の
支
援
も
厚
い
。
恵
ま
れ
た
環
境

と
は
い
え
、
た
っ
た
３
年
の
キ
ャ
リ
ア

で
代
表
候
補
ク
ル
ー
に
選
ば
れ
る
ほ
ど

の
実
力
を
つ
け
た
原
動
力
は
、「
負
け
ず

嫌
い
で
、
一
番
に
な
り
た
い
。
同
期
は

も
ち
ろ
ん
、
先
輩
に
も
負
け
た
く
な
い

と
い
う
思
い
」だ
と
い
う
。
キ
ャ
ン
パ

ス
と
艇
庫
を
行
き
来
す
る
多
忙
な
毎
日

だ
が
、
同
じ
志
を
持
つ
仲
間
や
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
に
支
え
ら
れ
、
充
実
し
た
日
々

を
過
ご
し
て
い
る
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
出
場
権
を
得
る
た

め
に
、
５
月
末
に
ス
イ
ス
で
開
か
れ
た

世
界
最
終
予
選
に
挑
ん
だ
が
、
リ
オ
デ

ジ
ャ
ネ
イ
ロ
へ
の
切
符
を
勝
ち
取
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
世
界

を
相
手
に
戦
っ
た
貴
重
な
経
験
を
糧
に
、

さ
ら
な
る
挑
戦
を
続
け
る
と
い
う
。
今

後
の
飛
躍
を
期
待
し
た
い
。

　
「
室
蘭
工
業
大
学
エ
コ
ラ
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
チ
ー
ム
に
参
加
す
る
機
械

航
空
創
造
系
学
科
３
年
の
小
坂
井
翔
也

さ
ん
。
エ
コ
ラ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

は
、
原
動
機
付
自
転
車
の
50 

cc
エ
ン
ジ

ン
を
用
い
て
低
燃
費
を
追
求
し
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
車
体
を
作
成
し
、
そ
の
燃
費
を

競
い
合
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。
室
蘭
工

業
大
学
チ
ー
ム
は
「
君
は
ガ
ソ
リ
ン
１

リ
ッ
ト
ル
で
日
本
一
周
で
き
る
か
？
」

を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
毎
年
開
催
さ
れ

る「
本
田
宗
一
郎
杯H

onda

エ
コ
マ
イ

レ
ッ
ジ
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
５
第
35
回

全
国
大
会
」に
参
戦
。
市
販
の
二
輪
車

で
競
う
二
輪
車
部
門
で
全
国
第
２
位
を
、

全
て
自
作
の
車
両
で
競
う
Ｇ
Ⅲ
部
門
で

全
国
第
11
位
を
記
録
し
た
。

　

以
前
か
ら
も
の
づ
く
り
に
興
味
が

あ
っ
た
小
坂
井
さ
ん
は
大
学
で
エ
コ
ラ

ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
出
合
い
、
車
両
を

自
作
す
る
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
て
参
加
。

チ
ー
ム
は
室
蘭
工
業
大
学
も
の
づ
く
り

基
盤
セ
ン
タ
ー
の
支
援
を
受
け
、
設
計

か
ら
製
作
ま
で
も
の
づ
く
り
を
実
践
で

き
る
場
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。
小
坂

井
さ
ん
は
、
ど
う
す
れ
ば
燃
費
性
能
を

向
上
で
き
る
か
を
試
行
錯
誤
す
る
中
で
、

も
の
づ
く
り
の
難
し
さ
を
学
ぶ
一
方
、

実
際
に
自
分
の
考
え
た
も
の
を
作
り
出

し
、
車
両
の
一
部
と
し
て
走
り
出
す
姿

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
楽
し
さ
も
強
く

感
じ
て
い
る
。

　
「
エ
コ
ラ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動

で
行
わ
れ
て
い
る『
考
え
、作
り
、試
す
』

と
い
う
繰
り
返
し
は
、
社
会
に
出
て
か

ら
も
必
要
に
な
る
も
の
だ
と
思
う
の
で
、

難
し
く
悩
む
こ
と
も
あ
る
け
ど
、
こ
の

努
力
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。
今
後

も
、
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
感
じ
な

が
ら
燃
費
性
能
の
向
上
を
目
指
す
活
動

を
続
け
て
い
き
ま
す
」と
語
る
小
坂
井

さ
ん
。
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
、
も
の
づ

く
り
を
自
ら
の
手
で
実
践
す
る
こ
と
で
、

様
々
な
こ
と
を
体
験
し
、
学
び
な
が
ら

成
長
し
続
け
て
い
る
。

　

学
生
自
ら
が
小
型
レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー

を
構
想
・
設
計
・
製
作
し
て
タ
イ
ム
や

コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
デ
ザ
イ
ン

な
ど“
も
の
づ
く
り
”の
総
合
点
を
競
う

「
全
日
本
学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
大
会
」。

国
内
外
の
大
学
約
１
０
０
校
が
参
加

す
る
こ
の
大
会
で
、
東
北
大
学
フ
ォ
ー

ミ
ュ
ラ
チ
ー
ム
T
U
F
T
は
２
０
１
５

年
、E
V（
電
気
自
動
車
）
部
門
３
位
、

最
軽
量
化
賞
を
受
賞
し
た
。
T
U
F
T

の
初
参
戦
は
２
０
１
３
年
。
車
検
で
不

合
格
と
な
り
、マ
シ
ン
を
走
ら
せ
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。こ
の
悔
し
さ
を

ば
ね
に
新
た
な
マ
シ
ン
の
製
作
に
取
り

組
み
、２
０
１
５
年
に
は
車
検
を
通
過

し
、
今
回
の
受
賞
と
な
っ
た
。立
ち
上

げ
時
か
ら
参
加
し
て
い
る
テ
ク
ニ
カ

ル
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
阿
部
寛
生
さ
ん
は

「
最
初
は
知
識
不
足
で
課
題
が
ど
こ
に

あ
る
か
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
自

分
た
ち
の
車
が
走
る
姿
を
見
た
瞬
間
は

本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」と
語
る
。

　

E
V
部
門
で
大
会
に
参
加
し
て
い
る

T
U
F
T
だ
が
、
決
し
て
電
気
系
の
学

生
が
多
い
わ
け
で
は
な
い
。
も
の
づ
く

り
に
挑
み
た
い
学
生
が
挑
戦
と
失
敗
を

繰
り
返
し
な
が
ら
全
力
で
マ
シ
ン
に
向

き
合
っ
て
い
る
の
だ
。
製
作
だ
け
で
な

く
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
、
渉
外
活
動
、

予
算
管
理
ま
で
す
べ
て
を
学
生
主
体
で

行
う
。
授
業
で
は
学
ぶ
こ
と
の
で
き
な

い
ゼ
ロ
か
ら
の
も
の
づ
く
り
が
そ
こ
に

あ
る
。

　

現
在
T
U
F
T
は
総
数
28
名
。
チ
ー

ム
リ
ー
ダ
ー
の
澤
瀬
燈
さ
ん
は
「
１
年

と
い
う
短
い
期
間
で
マ
シ
ン
を
作
る
に

は
し
っ
か
り
と
し
た
計
画
が
必
要
で
す
。

メ
ン
バ
ー
ご
と
に
担
当
す
る
パ
ー
ツ
や

課
題
が
違
う
の
で
す
が
、
１
つ
問
題
が

起
こ
る
と
他
に
も
影
響
が
及
び
ま
す
。

す
べ
て
相
関
し
て
い
る
の
が
自
動
車
づ

く
り
の
特
徴
で
あ
り
、
難
し
さ
で
も
あ

り
ま
す
。
チ
ー
ム
の
力
を
最
大
限
に
発

揮
す
る
に
は
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
が
不
可

欠
。
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
あ
り
ま
す
が
頑

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
」と
語
る
。
現

在
、
世
界
８
カ
国
で
行
わ
れ
て
い
る
学

生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
大
会
。
最
終
目
標
は

も
の
づ
く
り
で
世
界
レ
ベ
ル
に
な
る
こ

と
。
ま
ず
は
日
本
大
会
優
勝
を
目
指
し
、

挑
戦
は
続
く
。

名古屋工業大学／
ソ―ラーカー部

持
ち
前
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
で
挑
む
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ボ
ー
ト
競
技
。

世
界
最
高
峰
の
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
レ
ー
ス
へ
の
挑
戦
‼

一橋大学／
荒川龍太 さん

構想、設計、製作。
ゼロから始める

レーシングカーづくり。
東北大学／

フォーミュラチーム
TUFT

ガソリン1リットルで
日本一周を目指す！
室蘭工業大学／
エコランプロジェクト
小坂井翔也 さん

東北大学フォーミュラチームの参加メンバー。

上：第93回全日本選手権大会の
　 一橋大学ボート部（一番奥）。
左：レース直前の荒川さん。

大会に参加した室蘭工業大学エコランプロジェクトのメンバー。

ダーウィンを出発するソーラーカー「Horizon Z」。

今、学生は！
ここでは学業や課外活動に
真剣に取り組む学生、
グループの活動を紹介します。
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